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【表紙説明】 
 

 
上）浦山第 2 砂防ダム（庄内川水系妻木川支川浦山谷川；岐阜県土岐市妻木町旭町） 

1942 年(昭和 17 年)10 月 21 日着工、1943 年(昭和 18 年)8 月 25 日竣工  

本えん堤(堤高 5.0m､堤長 28.0m)[当初竣工時] 

昭和時代の施工としては珍しい空石積えん堤で、石積形式は、間知石の矢羽積である。空石積に矢羽

積が用いられた砂防えん堤は、国内でも非常に珍しい。浦山第 2 砂防ダム周辺の土岐市妻木町上郷には

古くから石工がいたと言われ、地域の石材産業・技術が本えん堤の構築に活かされたことがうかがえる。さら

に、この浦山第 2 砂防ダムの右岸袖部は、妻木城址の石垣と一体化されていることからも城郭の石垣構築

技術も反映されているといえる。 

また、戦時中の施工であることから、セメントの使用が極力抑えられ、空石積の設計になったのではと推定

される。以上のことから、浦山第 2 砂防ダムは、戦時中という社会情勢を色濃く反映させた設計であるととも

に、地域に培われてきた高度な石積技術によって構築された施設であることが分かる。 
 
中）山神砂防ダム（木曽川水系中津川支川四ツ目川；岐阜県中津川市恵下） 

  1937 年(昭和 12 年)6 月 10 日着工、1940 年(昭和 15 年)2 月 29 日竣工  

本えん堤(堤高 8.0m､堤長 42.0m)､副えん堤､水叩､護岸[当初竣工時] 

木曽川支川中津川支川の四ツ目川流域は、1932 年(昭和 7 年)8 月に発生した四ツ目川災害によって甚

大な被害を受け、県営砂防事業による砂防えん堤･護岸整備や山腹工事などの復旧･砂防工事が施工され

た。しかし、十分な砂防の効果を得ることができなかったことから、地域の要望(岐阜県からの意見書)を受

け、1937 年(昭和 12 年)より直轄砂防事業による本格的な砂防工事が行われた。 

このような地域からの非常に大きな期待を背に受けながら、開始された四ツ目川の砂防事業の中でも、山

神砂防ダムは、一番最初に施工され、一連の本格的な砂防事業の第一歩となった記念すべき施設である。

また、本砂防ダムは市街地直上流に位置しており、市街地の安全を直接確保する基幹施設である。なお、

山神砂防ダムの石積形式は、間知石を用いた矢羽積であり、地域の高度な石材加工･石積技術が導入さ

れたことがうかがえる。 
 
下）二ヶ滝第 1 砂防ダム（木曽川水系中津川支川正ヶ根谷右支二ヶ滝；岐阜県中津川市川上） 

  1942 年(昭和 17 年)12 月 6 日着工、1949 年(昭和 24 年)3 月 31 日竣工(打ち切り竣工)  

本えん堤(堤高 5.0m､堤長 26.0m) [砂防施設台帳による；打ち切り竣工のため実形状とは異なる] 

浦山第 2 砂防ダムと同様、昭和時代の施工としては珍しい空石積えん堤で、石積形式は、間知石の矢羽

積である。空石積に矢羽積が用いられた砂防えん堤は、国内でも非常に珍しい。戦中及び戦後の混乱期に

施工された施設であることから、セメントの使用が極力抑えられ、空石積の設計になったのではと推定され

る。しかし、最終的には、時局の影響や、労務費や材料費の高騰などの影響を受け、打切竣工となった経緯

を有する。 

本砂防ダムが施工された中津川市周辺には、当時石工が多く、砂防工事にも多くの石工が携わったと言

われており、地域の高度な石材加工･石積技術が導入されたことがうかがえる。 
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岐
阜
県
多
治
見
市･

土
岐
市
周
辺
で
は
、
古
く
か
ら
「
美
濃
焼
」
と
し
て
知
ら
れ
た
全
国
で
も
有
数
の
陶
磁
器
の
生
産
地
域
で
す
。
こ
の
た
め
陶

土
採
掘
や
燃
料
採
取
の
た
め
に
山
林
伐
採
が
行
わ
れ
、「
日
本
三
大
は
げ
山
」
の
一
つ
に
も
数
え
ら
れ
る
程
、
広
大
な
荒
廃
山
地
が
拡
が
っ
て
い
ま

し
た
。
植
生
の
保
護
が
な
い
こ
と
か
ら
、
少
量
の
降
雨
に
よ
っ
て
も
容
易
に
土
砂
流
出
が
起
こ
り
、
土
岐
川(

庄
内
川)

に
流
入
し
た
土
砂
は
河
床

を
上
昇
さ
せ
、
こ
れ
は
多
治
見
・
土
岐
地
域
は
も
と
よ
り
、
下
流
の
名
古
屋
市
西
部
で
の
水
害
の
遠
因
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
木
曽
川
の
中
上
流
流
域
は
、
中
央
ア
ル
プ
ス
か
ら
恵
那
山
に
連
な
る
木
曽
山
脈
に
か
け
て
の
高
山
に
囲
ま
れ
た
急
峻
な
地
形
と
、
花
崗

岩
類
の
岩
石
が
風
化
し
た
脆
弱
な
地
質
で
形
成
さ
れ
て
お
り
、
各
河
川
で
は
度
々
土
石
流
に
よ
っ
て
災
害
を
被
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
一
九
三

二
年
（
昭
和
七
年
）
八
月
に
は
四
ツ
目
川
災
害
と
呼
ば
れ
る
土
石
流
災
害
で
は
、
中
津
川
市
街
地
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。 

 

砂
防
事
業
の
推
進
を
要
請
す
る
地
域
の
方
々
の
期
待
を
担
っ
て
、
国
は
一
九
三
七
年(

昭
和
十
二
年)

、
両
地
域
で
直
轄
砂
防
事
業
に
着
手
し
ま

し
た
。
直
轄
砂
防
事
業
は
現
在
、
多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所
が
担
っ
て
お
り
、
直
轄
砂
防
事
業
開
始
以
降
の
七
〇
年
間
に
、
多
数
の
砂
防
施
設
を

整
備
し
て
き
ま
し
た
。 

 

多
治
見
砂
防
事
務
所
は
、
昭
和
初
・
中
期
に
造
ら
れ
た
直
轄
砂
防
施
設
は
砂
防
の
技
術
開
発
と
地
域
の
近
代
化
を
支
え
た
も
の
で
あ
り
、
砂
防

技
術
史
、
地
域
史
等
に
お
い
て
文
化
的
価
値
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
化
的
価
値
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
施
工
背
景
や
用
い

た
れ
た
技
術
、
施
工
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
、
調
査
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
調
査
に
お
い
て
は
、
文
献
や
写
真
な
ど
の
貴
重
な
資
料
の
収

集
や
、
昭
和
初
・
中
期
の
砂
防
工
事
に
直
接
携
わ
っ
た
方
々
、
古
く
か
ら
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
々
、
郷
土
の
歴
史
に
詳
し
い
方
々
に
、
施
工
時

の
技
術
や
作
業
環
境
の
ほ
か
、
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
お
う
か
が
い
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
特
に
詳

し
く
知
ら
れ
て
い
る
方
々
に
対
し
て
は
、
よ
り
詳
細
な
話
し
を
聞
く
た
め
、
座
談
会
も
開
催
し
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
調
査
の
結
果
を
文
化
庁
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
土
岐
川
流
域
の
浦
山
第
二
砂
防
ダ
ム
、
木
曽
川
流
域
の
山
神
砂
防
ダ
ム
及
び
二
ヶ
滝

第
一
砂
防
ダ
ム
が
、
歴
史
的
貴
重
性
及
び
重
要
性
の
評
価
を
受
け
、
二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）
一
〇
月
、
国
の
『
登
録
有
形
文
化
財
』
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
本
冊
子
は
、
登
録
有
形
文
化
財
砂
防
施
設
の
文
化
的
価
値
を
後
世
に
つ
た
え
る
た
め
に
、
建
設
経
緯
、
施
工
技
術
及
び
施
工
時

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 



 

１
．
多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所
管
内
の
概
要
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

２
．
土
岐
川
及
び
木
曽
川
流
域
の
概
要
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

【
土
岐
川
流
域(

多
治
見
市
・
土
岐
市)

の
概
要
】・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

●
地
形
・
地
質
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

●
気
象
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

●
植
生
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

●
人
口
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

●
土
地
利
用
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

●
産
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

●
観
光
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
 

【
木
曽
川
流
域(

中
津
川
市
周
辺)

の
概
要
】・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

●
地
形
・
地
質
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

●
気
象
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

●
植
生
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
●
人
口
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

●
土
地
利
用
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

●
産
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

●
観
光
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

３
．
流
域
の
歴
史
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

【
郷
土
史
】・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

●
土
岐
氏
・
妻
木
氏
な
ど
に
よ
る
地
域
の
基
礎
構
築
（
土
岐
川
流
域
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 1 2 2 2 2 2 2 3 4 4 5 5 5 5 8 8 8 7 5 6 7 



 

●
東
山
道
・
中
山
道
と
と
も
に
繁
栄
（
木
曽
川
流
域
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

●
戦
中
・
戦
後
の
暮
ら
し
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
 

 

【
産
業
の
歴
史
（
陶
器
産
業
）
】・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

●
窯
業
従
事
者
の
増
加
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

●
焼
成
窯
の
推
移
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

【
自
然
災
害
の
歴
史
】・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

●
土
岐
川
流
域
の
水
害
史
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
■

一
九
〇
四
年(

明
治
三
七
年)

七
月
一
一
日
の
水
害
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
■

一
九
一
一
年(

明
治
四
四)

年
八
月
四
日
の
水
害
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
■

一
九
二
五
年(

大
正
一
四
年)

八
月
一
五
日
の
水
害
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
■

災
害
に
対
す
る
地
域
の
言
い
伝
え
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

●
木
曽
川
流
域
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
■

四
ツ
目
川
災
害
［
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
八
月
二
六
日
］・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

●
災
害
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
の
地
域
の
取
り
組
み
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
４
．
山
地
の
荒
廃
と
災
害
の
誘
発
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
●
陶
土
の
採
取
や
陶
器
の
焼
成
・
生
活
燃
料
と
し
て
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

伐
採
に
よ
る
山
地
の
荒
廃
（
土
岐
川
流
域
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

●
脆
弱
な
地
質
と
急
峻
な
地
形
（
木
曽
川
流
域
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

５
．
直
轄
砂
防
事
業
開
始
に
至
る
経
緯
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

●
江
戸
時
代
の
砂
防
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

●
明
治
時
代
以
降
の
砂
防
（
県
営
砂
防
事
業
な
ど
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 8 9 10 10 10 11 11 11 11 11 12 12 12 13 15 15 15 16 16 16 



 

■

河
川
の
氾
濫
防
止
（
土
岐
川
流
域
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
■

四
ツ
目
川
災
害
の
復
旧
（
木
曽
川
流
域
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

●
直
轄
砂
防
事
業
移
行
へ
の
要
望
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

流
域
全
体
を
見
通
し
た
砂
防
計
画
の
必
要
性
（
土
岐
川
流
域
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
■

地
域
の
保
全
の
必
要
性
（
木
曽
川
流
域
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

６
．
直
轄
砂
防
事
業
の
始
ま
り
（
昭
和
一
二
年
度
～
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

●
多
治
見
直
轄
砂
防
事
業
の
概
要
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
   

●
伊
吹
正
紀
氏
の
砂
防
思
想
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
 

●
施
設
配
置
の
変
遷
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

土
岐
川
流
域
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

木
曽
川
流
域
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

●
登
録
有
形
文
化
財
砂
防
え
ん
堤
の
概
要
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

７
．
昭
和
初
・
中
期
の
多
治
見
直
轄
砂
防
事
業
に
用
い
ら
れ
た
砂
防
技
術
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

●
多
様
な
砂
防
工
種
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

●
砂
防
工
種
の
選
定
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

●
各
工
種
の
施
工
技
術
の
説
明
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

【
コ
ン
ク
リ
ー
ト
え
ん
堤
・
土
え
ん
堤
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路
付
）
】（
土
岐
川
流
域
）・
・
・
・
・
・
・ 

■

基
礎
掘
削
・
材
料
採
取
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

型
枠
組
立
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

セ
メ
ン
ト
の
使
用
・
配
合
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
練
り
混
ぜ
・
充
墳
な
ど
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

19 20 20 20 17 17 18 18 19 19 24 30 30 32 34 34 34 34 34 35 18 



 

■

盛
土
作
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

【
石
積
え
ん
堤
】(

空
石
積･

練
石
積)

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

基
礎
掘
削
・
材
料
採
取
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

石
材
加
工
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

資
機
材
の
運
搬
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

セ
メ
ン
ト
の
練
り
混
ぜ
・
充
填
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

中
埋
め
石
の
配
合
率
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 
■

堤
体
の
内
部
構
造
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

[

空
石
積
え
ん
堤]

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 [

練
石
積
え
ん
堤]

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

築
石
の
加
工
技
術
と
石
積
技
術
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

●
砂
防
施
設
の
施
設
形
状
の
考
え
方
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

下
流
法
勾
配
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

天
端
幅(

天
端
の
厚
さ)

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

水
通
部
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

●
等
高
線
壕
工
法
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■
導
入
の
経
緯
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

構
造
的
な
特
徴
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

施
工
上
の
問
題
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

効
果
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

等
高
線
壕
工
法
の
継
続
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

35 36 36 36 36 38 38 38 40 41 41 41 41 43 43 44 44 46 46 39 39 



 

●
技
術
開
発
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

小
型
ミ
キ
サ
ー
用
骨
材
軽
量
装
置
の
開
発
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

●
施
工
環
境
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

戦
時
中
の
砂
防
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

施
工
現
場
の
様
子
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

昭
和
二
〇
年
代
の
事
務
所
の
様
子
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■

賃
金
・
・
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１
．
多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所
管
内
の
概
要 

 

国
土
交
通
省
多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所
が
所
轄
す
る
直
轄
砂
防
区
域
は
土
岐
川(

庄
内
川

※)

流
域
と
木
曽
川
流
域
の
二
ヶ
所
に
分
布
す
る
。
土
岐
川
直
轄
砂
防
流
域
は
、
多
治
見
市
及

び
土
岐
市
に
わ
た
る
面
積
一
四
九
・
七
㎢
で
あ
る
。
一
方
、
木
曽
川
直
轄
砂
防
流
域
は
、
長
野

県
木
曽
谷
か
ら
岐
阜
県
中
津
川
市
に
至
る
木
曽
川
の
左
岸
側
に
位
置
し
、
南
北
四
二
㎞
、
東
西

一
〇
㎞
に
わ
た
る
面
積
五
三
八
㎢
の
流
域
で
あ
る
。 

 

土
岐
川
は
、
岐
阜
県
恵
那
郡
山
岡
町
の
夕
立
山
（
標
高
七
二
七
ｍ
）
に
源
を
発
し
、
妻
木
川

(

流
路
延
長
一
五･

〇
㎞
、
流
域
面
積
三
六･

七
㎢
、
平
均
河
床
勾
配
一
／
八
〇)

及
び
笠
原
川(

流

路
延
長
一
一･

五
㎞
、
流
域
面
積
二
〇･

七
㎢
、
平
均
河
床
勾
配
一
／
七
〇)

な
ど
と
合
流
し
な

が
ら
愛
知
県
に
入
り
、
名
古
屋
市
の
北
西
部
を
貫
流
し
た
後
、
伊
勢
湾
に
流
入
す
る
流
路
延
長

九
六
㎞
、
流
域
面
積
一
、

〇
一
〇
㎢
の
一
級
河
川
で
あ
る
。 

木
曽
川
は
、
長
野
県
木
曽
郡
木
祖
村
鉢
盛
山
（
標
高
二
、

四
四
六
ｍ
）
に
源
流
を
発
し
、
木

曽
谷
を
南
南
西
に
流
下
し
て
岐
阜
県
中
津
川
市
に
入
っ
た
後
、
落
合
川(

流
路
延
長
一
四･

〇
㎞
、

流
域
面
積
六
二･

七
㎢
、
平
均
河
床
勾
配
一
／
七･

四)

、
中
津
川(

流
路
延
長
二
二･

〇
㎞
、
流

域
面
積
八
二･

八
㎢
、
平
均
河
床
勾
配
一
／
一
一･

四)

な
ど
と
合
流
し
、
愛
知
県
犬
山
市
で
濃

尾
平
野
に
出
て
南
西
に
流
下
す
る
。
そ
の
後
、
長
良
川
と
並
流
し
て
伊
勢
湾
に
注
ぐ
流
路
延
長

二
二
七
㎞
、
流
域
面
積
五
、

二
七
五
㎢
の
一
級
河
川
で
あ
る
。 

多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所
管
内
の
歴
史
的
砂
防
施
設(

竣
工
後
五
〇
年
が
経
過
し
た
砂
防
施

設
の
う
ち
、
近
代
化
遺
産
と
し
て
歴
史
的
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
施
設)

は
、

土
岐
川
流
域
と
木
曽
川
の
中
津
川
流
域
周
辺
に
多
数
存
在
す
る
。 

※
庄
内
川
は
岐
阜
県
内
で
は
土
岐
川
と
呼
ば
れ
、
本
書
で
も
引
用
等
を
除
き
、
「
土
岐
川
」
と
記
す
。 

土岐川及び木曽川流域図（赤枠内は歴史的砂防施設が分布する地域） 

この地図は、国土地理院の数値地図 200000(地図画像 )『豊橋』及び『飯田』を使用したものである。 
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２
．
土
岐
川
及
び
木
曽
川
流
域
の
概
要 

【
土
岐
川
流
域
（
多
治
見
市･

土
岐
市
）
の
概
要
】 

●
地
形･

地
質 

本
地
域
の
地
形
は
、
北
部
の
標
高
二
〇
〇
～
三
〇
〇
ｍ
程
度
の
丘
陵
地
と
、
南
部
の
標
高
四

〇
〇
ｍ
以
上
の
山
地
に
区
分
さ
れ
る
。
本
地
域
の
地
質
は
、
変
成
岩
や
黒
雲
母
花
崗
岩
を
基
盤

と
し
て
、
そ
の
上
に
砂
岩
及
び
泥
岩
な
ど
が
分
布
し
、
さ
ら
に
、
砂
礫
及
び
粘
土(

土
岐
砂
礫

層)

が
そ
れ
ら
を
覆
っ
て
丘
陵
地
を
形
成
す
る
。 

●
気
象 

濃
尾
平
野
北
東
部
の
丘
陵
地
に
位
置
す
る
多
治
見
市
で
は
、
年
平
均
気
温
が
一
五
℃
前
後
と

温
暖
で
あ
る
が
、
一
年
を
通
し
て
の
最
高
気
温
と
最
低
気
温
と
の
差
が
四
五
℃
近
く
に
な
り
、

寒
暖
の
差
が
大
き
い
。
一
方
、
年
降
水
量
は
平
均
約
一
、

八
〇
〇
㎜
と
湿
潤
で
、
夏
期
に
降
雨

が
多
い
。
平
成
一
九
年
の
年
平
均
気
温
は
一
五
・
五
℃
、
降
水
量
は
一
、

二
二
三
㎜
で
あ
っ
た
。 

●
植
生 

 
河
川
沿
い
に
市
街
地
が
広
く
分
布
す
る
一
方
、
標
高
の
高
い
所
に
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
及
び
サ
ワ

ラ
な
ど
の
植
林
地
が
広
く
分
布
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
コ
ナ
ラ
等
の
ブ
ナ
科
の
落
葉
高
木
群
や
モ

チ
ツ
ツ
ジ
と
ア
カ
マ
ツ
と
の
群
集
と
い
っ
た
伐
採
後
の
二
次
林
も
分
布
す
る
。
全
体
的
に
は
、

市
街
地
周
辺
に
植
林
地
が
広
く
分
布
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。 

●
人
口 

多
治
見
市
の
人
口
は
一
一
七
、

六
二
八
人(

平
成
二
〇
年)

で
、
昭
和
五
〇
年
代
に
人
口
が
急

激
に
増
加
し
た
後
も
緩
や
か
な
増
加
を
続
け
て
い
る
。
土
岐
市
の
人
口
は
六
三
、

三
四
二
人(

平

成
二
〇
年)

で
、
昭
和
五
〇
年
代
に
人
口
の
増
加
が
見
ら
れ
た
が
、
平
成
八
年
以
降
は
減
少
に

土岐川流域の鳥瞰図（北からみる） 
（国土地理院の数値地図 50m メッシュ(標高)・数値地図 50000(地図画像)を基に、カシミール 3D を用いて作成） 
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転
じ
て
い
る
。
一
世
帯
当
た
り
の
人
員
は
二
市
で
平
均
三
・

〇
人(

平
成
二
〇
年)

で
あ
り
、
昭
和
四
〇
年
の
約
四･

五
人
に

比
べ
減
少
し
て
い
る
。 

●
土
地
利
用 

森
林
の
割
合
が
最
も
大
き
い(

六
三
％)

が
、
名
古
屋
へ
の

通
勤
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
宅
地
の
割
合
も
比
較
的
大

き
い(

約
一
五
％)

。
ま
た
、
農
用
地
は
約
四
％
程
度
で
あ
る
。

（
以
上
、
二
〇
〇
五
年
） 

土岐川流域(多治見市､土岐市)の土地利用状況 
[平成 17 年；岐阜県統計情報課資料より作成] 

多治見市､土岐市及び旧笠原町の人口の変化 
（岐阜県統計情報課資料より作成） 

多治見市(光ヶ丘)アメダス観測点の気温及び降水量の変化 

左)2007 年(平成 19 年)の月変化、右)1980 年(昭和 30 年以降)の年変化 

（気象庁アメダスデータより作成） 
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●
産
業 

こ
の
地
域
は
現
在
も
窯
業･

土
石
製
品
製
造
業
が
主
要
産
業
で
あ
り
、
二
〇
〇
二
年(

平
成
一

四
年)

に
お
い
て
、
多
治
見
市
に
は
窯
業･

土
石
製
品
製
造
業
を
営
む
四
四
三
の
事
業
所
が
あ
り
、

従
業
員
数
三
、

四
七
九
、
約
四
〇
三
億
円
の
出
荷
額
で
あ
る
。
土
岐
市
に
は
、
多
治
見
市
を
上

回
る
窯
業･

土
石
製
品
製
造
業
を
営
む
一
、

〇
二
二
の
事
業
所
が
あ
り
、
従
業
員
数
七
、

二
二
五
、

約
六
七
〇
億
円
の
出
荷
額
で
、
土
岐
市
の
全
製
造
業
出
荷
額
の
二
分
の
一
に
達
し
て
い
る
。 

●
観
光 

 

美
濃
陶
芸
村
、
岐
阜
県
陶
磁
資
料
館
や
多
治
見
陶
器
ま
つ
り
、
土
岐
市
陶
器
ま
つ
り
、
多
治

見
陶
祖
祭
な
ど
の
美
濃
焼
産
業
に
関
連
し
た
施
設
及
び
行
祭
事
が
多
数
あ
り
、
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
虎
渓

こ
け
い

山ざ
ん

永
保
寺
や
神
言
会
多
治
見
修
道
院
と
い
っ
た
歴
史
観
光
資
源
、

陶
史
の
森
、
深
山
不
動
の
滝
な
ど
の
自
然
観
光
資
源
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。 

 

深山不動の滝 

虎渓山永保寺 

多治見陶器まつり 
(多治見市ホームページより） 

岐阜県陶磁器資料館 
(多治見市ホームページより） 
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【
木
曽
川
流
域(

中
津
川
市
周
辺)

の
概
要
】 

●
地
形･

地
質 

山
地
を
谷
が
細
か
く
刻
み
、
急
峻
な
地
形
を
呈
す
る
。
地
質
は
、
花
崗
岩
類
、
凝
灰
岩
類
及

び
中
古
生
層
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
恵
那
山

え

な

さ

ん

西
方
の
花
崗
岩
は
風
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、

土
砂
生
産
が
活
発
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
津
川
市
街
地
は
、
四
ツ
目
川
及
び
中
津
川
の
扇

状
地
上
に
立
地
し
て
い
る
。 

●
気
象 

木
曽
山
脈
に
近
い
中
津
川
市
で
は
、
年
平
均
気
温
が
一
四
℃
前
後
で
、
多
治
見
市
と
同
様
、

最
高
気
温
と
最
低
気
温
と
の
差
が
四
五
℃
近
く
に
な
り
、
寒
暖
の
差
が
大
き
い
。
年
降
水
量
は
、

平
均
約
二
、

〇
〇
〇
㎜
で
、
多
治
見
市
に
比
べ
降
水
量
は
や
や
多
く
、
夏
期
の
降
雨
が
多
い
。

二
〇
〇
七
年(

平
成
一
九
年)

の
年
平
均
気
温
は
一
四
・
三
℃
、
降
水
量
は
一
、

六
一
三
㎜
で
あ

っ
た
。 

●
植
生 

 
大
部
分
が
森
林
で
占
め
ら
れ
、
高
標
高
部
に
は
亜
寒
帯
や
亜
高
山
帯
の
植
生
が
分
布
す
る
。

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
や
サ
ワ
ラ
な
ど
の
植
林
が
広
く
分
布
す
る
が
、
上
流
域
に
は
ブ
ナ
の
原
生
林
も

残
さ
れ
て
い
る
。 

●
人
口 

中
津
川
市
の
人
口
は
八
五
、

五
四
八
人(

平
成
二
〇
年)

で
、
昭
和
四
〇
年
以
降
、
緩
や
か
に

増
加
し
て
き
た
が
、
平
成
一
〇
年
以
降
は
横
這
い
に
な
っ
て
い
る
。
一
世
帯
当
た
り
の
人
員
は

三･

〇
人(

平
成
二
〇
年)
で
、
昭
和
四
〇
年
の
四･

五
人
に
比
べ
減
少
し
て
い
る
。 

 

木曽川流域(中津川市周辺)の鳥瞰図（北からみる） 
（国土地理院の数値地図 50m メッシュ(標高)・数値地図 50000(地図画像)を基に、カシミール 3D を用いて作成） 
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●
土
地
利
用 

森
林
の
割
合
が
非
常
に
大
き
い(

約
八
一
％)

。
一
方
、
土
岐
川
流
域
に
比
べ
て
、
宅
地
の
割

合
は
小
さ
く(

約
三
％)

、
農
用
地
の
割
合
が
大
き
い(

約
八
％)

。
（
以
上
、
平
成
一
七
年
） 

中津川市の人口の変化（岐阜県統計情報課資料より作成） 

中津川市の土地利用状況 
(平成 17 年； 岐阜県統計情報課資料より作成） 

中津川市(かやの木町)のアメダス観測点の気温及び降水量の変化 
左)平成 15 年の月変化、右)1980 年(昭和 30 年以降)の年変化 
（気象庁アメダスデータより作成） 
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●
産
業 

中
津
川
市
は
、
古
く
は
中
山
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
て
い
た
が
、
近
年
で
は
、
中
津
川
中

核
工
業
団
地
の
完
成
に
よ
り
、
多
数
の
企
業
も
立
地
し
、
現
在
で
は
、
県
下
有
数
の
工
業
都
市

と
な
っ
て
い
る
。
多
治
見
市
及
び
土
岐
市
と
比
べ
る
と
、
農
林
業
従
事
者
の
割
合
が
大
き
い
。

ま
た
、
中
津
川
市
に
も
、
窯
業･

土
石
製
品
製
造
業
の
事
業
所
が
一
九
あ
り
、
従
業
員
数
六
一

六
、
約
七
二
億
円
の
出
荷
額
で
あ
る
。 

●
観
光 

中
津
川
市
周
辺
で
は
、
自
然･

名
所
旧
跡
鑑
賞
、
温
泉
保
養
、
公
園･

遊
園
地
な
ど
と
い
っ
た

自
然
景
観
や
ア
ウ
ト
ド
ア
に
関
連
し
た
観
光
が
盛
ん
で
あ
る
ほ
か
、
近
年
の
温
泉
ブ
ー
ム
も
相

ま
っ
て
温
泉
保
養
を
目
的
と
し
た
観
光
客
も
急
増
し
て
い
る
。 

 

恵那山
え な さ ん

 
(中津川市ホームページﾞより） 

富士見台 
(中津川市ホームページﾞより） 

ふれあい牧場 
(中津川市ホームページﾞより） 

夫婦岩（桃山公園） 
(中津川市ホームページﾞより） 

クアリゾート湯船沢 
(中津川市ホームページﾞより） 
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３
．
流
域
の
歴
史 

【
郷
土
史
】 

●
土
岐
氏
・
妻
木
氏
な
ど
に
よ
る
地
域
の
基
礎
構
築
（
土
岐
川
流
域
） 

平
安
時
代
初
期
、
美
濃
源
氏
土
岐
氏
は
、
源

頼

光

み
な
も
と
の
よ
り
み
つ

の
流
れ
の
国
房

く
に
ふ
さ

を
始
祖
と
し
、
鶉

う
ず
ら

郷ご
う

(

現
在
の
岐
阜
市)

の
私
領
を
中
心
に
し
て
、
美
濃
国
内
に
力
を
得
て
い
っ
た
。
国
房
、
光み

つ

国く
に

、

光
信

み
つ
の
ぶ

及
び
光
基

み
つ
も
と

の
四
代
は｢

土
岐
氏
の
始
祖
四
代
時
代｣

と
呼
ば
れ
、
光
基
の
子
の
光
衡

み
つ
ひ
ら

は
、
姓

を
「
土
岐
」
に
改
め
、
美
濃
国
の
武
士
の
棟
領
と
な
っ
た
。
土
岐
氏
の
総
領
で
、
美
濃
の
守
護

職
で
あ
っ
た
土
岐
頼よ

り

貞さ
だ

の
孫
頼よ

り

重し
げ

は
、
土
岐
明
智
氏
の
祖
と
し
て
移
住
し
、
一
三
五
二
年(

文

和
元
年)

頃
、
妻
木
川
の
峡
谷
に
面
し
た
城
山
に
妻
木
城
を
築
い
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
後
、

明
智
氏
一
族
と
言
わ
れ
る
妻
木
氏
が
妻
木
城
を
居
城
と
し
た
。
妻
木
氏
は
兼
山
城
城
主
の
森
氏

に
従
い
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
は
徳
川
家
康
に
味
方
し
て
、
七
五
〇
〇
石
を
領
す
る
旗
本
と
な
っ

た
が
、
妻
木
本
家
の
三
代
頼よ

り

次つ
ぐ

が
急
死
し
て
断
絶
し
た
。 

●
東
山
道
・
中
山
道
と
と
も
に
繁
栄
（
木
曽
川
流
域
） 

 
奈
良
時
代
、
朝
廷
は
東
国
の
勢
力
拡
張
の
た
め
、
六
四
六
年(

大
化
二
年)

に
東
山
道
を
整
備

し
た
が
、
現
在
の
美
乃
坂
本
駅
か
ら
伊
那
明
智
に
至
る
神
坂

み

さ

か

峠
越
え
は
、
万
葉
集
に
お
い
て｢

ち

は
や
ぶ
る
神
の
御
坂
に
幣ぬ

さ

奉
り
斎い

は

ふ
命
は
母
父

お
も
ち
ち

の
た
め
」
と
い
う
旅
の
安
全
を
祈
る
歌
が
詠
ま

れ
る
ほ
ど
の
難
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
な
り
、
江
戸
と
京
都
を
結
ぶ
道
と
し
て
、

木
曽
路
を
通
る
中
山
道
が
整
備
さ
れ
た
。
中
山
道
は
、
距
離
も
長
く
、
険
し
い
峠
越
え
や
木
曽

川
沿
い
の
難
所
も
あ
っ
た
が
、
東
海
道
の
よ
う
な
川
止
め
も
な
く
、
景
色
の
良
い
、
変
化
に
富

ん
だ
街
道
で
あ
っ
た
。
松
尾
芭
蕉
や
十
辺
舎
一
九
な
ど
の
文
人
墨
客
や
、
幕
末
に
は
皇
女
和

宮

か
ず
の
み
や

な
ど
多
く
の
人
々
が
通
り
、
街
道
沿
い
の
落
合
宿
や
中
津
川
宿
な
ど
の
宿
場
町
は
繁
栄
し
た
。 

妻木城址 

落合宿の石畳 
(中津川市ホームページより) 
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●
戦
中
・
戦
後
の
暮
ら
し 

太
平
洋
戦
争
中
は
多
く
の
人
々
が
戦
争
に
動
員
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
物
資
が
不
足
し
て
い
た
。

砂
防
工
事
な
ど
も
た
び
た
び
中
断
さ
れ
る
中
、
勤
労
奉
仕
と
し
て
、
地
元
か
ら
多
く
の
人
々
が

砂
防
工
事
な
ど
に
動
員
さ
れ
た
。 

当
時
の
生
活
燃
料
は
薪
で
あ
っ
た
が
、
薪
を
山
か
ら
運
び
出
す
人
が
不
足
し
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
田
舎
の
学
校
で
は
、
児
童
を
動
員
し
て
薪
を
搬
出
し
て
い
た
。
子
供
た
ち
も
、
学
校
が

休
み
に
な
る
と
、
薪
を
山
か
ら
出
す
仕
事
を
手
伝
っ
て
小
遣
い
稼
ぎ
を
し
た
り
、
汽
車
が
落
と

す
コ
ー
ク
ス
を
線
路
脇
に
拾
い
に
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
食
料
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、

学
校
の
校
庭
や
、
道
路
の
路
肩
付
近
と
い
っ
た
少
し
の
空
地
で
も
堀
り
起
し
て
作
物
を
作
っ
た

り
、
軒
先
に
古
い
炭
俵
に
土
を
つ
め
て
カ
ボ
チ
ャ
を
植
え
、
ま
た
、
山
へ
行
っ
て
リ
ョ
ウ
ブ
の

若
芽
を
つ
ん
で
、
米
に
混
ぜ
て
炊
き
、
大
根
の
葉
や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
葉
ま
で
食
べ
て
い
た
。
特

に
、
一
九
四
四
～
五

〇
年
頃(

昭
和
一
九

～
二
五
年
頃)

ま
で

は
食
糧
事
情
が
ひ
ど

い
状
況
で
あ
っ
た
。 

食糧増産に励む女学生 
(『目で見る 中津川・恵那の 100 年』より) 

 

燃料用薪の搬出作業 
(『目で見る 中津川・恵那の 100 年』より) 

 

戦時中の少年消防隊 
(『図説 多治見･土岐･瑞波の歴史』より) 
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【
産
業
の
歴
史(

陶
器
産
業)

】 

●
窯
業
従
事
者
の
増
加 

土
岐
川
流
域
で
は
、
古
く
か
ら
窯
業
が
発
達
し
て
い
た
が
、
明
治
時
代
初
期
の
窯
株(

陶
器

を
焼
く
こ
と
が
で
き
る
権
利)

数
は
、
妻
木
一
六
、
曽
木
三
、
駄
知
一
四
、
下
石
一
〇
、
土
岐

津
四
、
肥
田
三
、
泉
二
で
、
江
戸
時
代
の
三
倍
に
増
加
し
て
い
た
と
い
う[

『
陶
器
窯
稼
人
別

書
上
書
』
一
八
七
〇
～
七
一
年(

明
治
三
～
四
年)

]

。
一
八
七
二
年(

明
治
五
年)

に
は
窯
株
制

度
が
廃
止
さ
れ
、
自
由
に
窯
業
が
創
業
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
窯
業
に
従
事
す
る
者
が

急
増
し
た
。
一
八
九
一
年(

明
治
二
四
年)

か
ら
一
九
六
一
年(

昭
和
三
六)

年
の
間
に
、
製
陶
業

戸
数
は
約
二･

五
倍
に
増
加
し
た
。 

●
焼
成
窯
の
推
移 

文
化･

文
政
の
頃(

一
八
〇
四
～
二
九
年)

か
ら
、
美
濃
窯
で
は｢

登
り
窯｣

で
陶
磁
器
が
焼
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。｢

登
り
窯｣

は
、
傾
斜
面
を
利
用
し
て
築
窯
さ
れ
る
た
め
、
熱
の
利
用
が

効
果
的
で
あ
り
、
盆
地
に
あ
る
多
治
見･

土
岐
地
方
で
は
、
土
地
利
用
の
面
か
ら
も
条
件
が
良

か
っ
た
。
明
治
時
代
以
降
、
燃
料
は
薪
材
か
ら
石
炭
へ
と
変
化
し
、
明
治
三
六
年
に
土
岐
郡
立

陶
器
学
校
に
最
初
の
石
炭
窯
が
で
き
た
後
、
明
治
四
一
年
に
な
っ
て
、
肥
田
町
に
築
窯
さ
れ
て

以
降
、
各
地
に
急
速
に
広
が
り
、｢

石
炭
窯｣

が
一
般
的
と
な
っ
た
。 

登
り
窯
は
、
高
温
で
長
時
間
よ
く
焼
く
た
め
高
級
品
が
で
き
る
が
、
年
一
〇
～
一
一
回
の
焼

成
の
た
め
に
能
率
が
悪
く
、
燃
料
と
し
て
良
質
の
松
材
が
多
量
に
必
要
な
こ
と
に
加
え
、
広
い

場
所
が
必
要
な
ほ
か
、
人
件
費
や
製
品
の
運
搬
に
費
用
が
か
さ
む
と
い
っ
た
問
題
点
が
あ
っ
た
。

一
方
、
石
炭
窯
は
や
や
燃
料
費
が
か
さ
む
が
、
窯
あ
し
が
速
い
の
で
ス
ピ
ー
ド
化
が
可
能
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
土
地
が
狭
く
て
も
、
工
場
近
く
の
平
地
で
作
業
が
可
能
で
あ
っ
た
。 

登り窯 
(『図説 多治見･土岐･瑞波の歴史』より) 

妻木町西山地区の窯業密集地 
 (昭和 12 年 5 月) 
(奥村孝二所蔵アルバム;妻木城址の会提供) 

明治時代末期から大正時代の陶器工場 
(波多野鎌次郎氏所蔵;妻木城址の会提供) 
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【
自
然
災
害
の
歴
史
】 

●
土
岐
川
流
域
の
水
害
史 

土
岐
川
流
域
で
は
、
一
八
五
〇
年(

嘉
永
三
年)

、
一
八
五
五
年(

安
政
二
年)

、
一
八
五
七(

安

政
四
年)

、
一
八
六
八
年(

明
治
元
年)

、
一
八
九
六
年(

明
治
二
九
年)

、
一
九
〇
四
年(

明
治
三

七
年)

、
一
九
一
一
年(

明
治
四
四
年)

及
び
一
九
二
五
年(

大
正
一
四
年)

の
水
害
な
ど
が
あ
る
。 

■

一
九
〇
四
年(

明
治
三
七
年)

七
月
一
一
日
の
水
害 

土
岐
川
と
笠
原
川
の
合
流
点
、
字
島
田(

現
在
の
昭
和
町)

で
堤
防
一
四
間(

約
二
五
ｍ)

が
決

壊
し
、
多
治
見
町
西
部
が
浸
水
し
た
。
西
ヶ
原
遊
郭
付
近
の
浸
水
は
床
上
三
～
四
尺(

〇･

九
ｍ

～
一･

二
ｍ)

に
達
し
、
北
は
本
町
か
ら
東
は
常
盤
町
、
南
は
神
楽

か

ぐ

ら

町ま
ち

に
至
る
ほ
と
ん
ど
の
市
街

地
が
浸
水
し
た
。｢

老
若
男
女
周
章
狼
狽
し
て
泣
き
叫
ぶ
あ
り
、
軽
宝
を
負
ふ
て
逃
ぐ
る
あ
り

(

多
治
見
町
史)

)
｣

と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
土
岐
川
な
ど
の
堤
防
修
繕
に
四
、

九
〇
〇
円
を
要

し
た
。 

■

一
九
一
一
年(

明
治
四
四
年)

八
月
四
日
の
水
害 

七
月
二
九
日
正
午
か
ら
八
月
四
日
に
わ
た
り
連
日
雷
雨
が
続
い
た
。
土
岐
川
は
字
西
北
畑

(
現
在
の
明
治
町)

で
堤
防
が
決
壊
、
水
防
夫
が
招
集
さ
れ
て
防
禦

ぼ
う
ぎ
ょ

に
つ
と
め
た
。
こ
の
と
き
の

水
害
の
印
象
に
つ
い
て
、
船
戸
庄
次
郎
氏
は
、｢

わ
た
し
が
一
年
生
の
時
分
で
す
が
、
…(

中
略)

…
そ
こ
へ
大
洪
水
が
い
っ
ぺ
ん
に
来
た
ん
で
す
よ
。
子
供
が
流
さ
れ
、
一
度
に
三
人
死
ん
だ
。

私
ど
も
同
級
生
の
た
し
か
、
ま
さ
し
と
い
う
息
子
さ
ん
と
姉
さ
ん
二
人
が
押
し
流
さ
れ
て
亡
く

な
っ
た
ん
で
す(

『
古
老
は
語
る
』(

養
正
小
学
校
編)

)
｣

と
語
っ
て
い
る
。 

■

一
九
二
五
年(

大
正
一
四
年)

八
月
一
五
日
の
水
害 

番
場
沢
の
被
害
が
最
も
ひ
ど
く
、
濁
流
は
石
橋
を
超
え
て
中
町
に
流
れ
た
。
養
正
小
学
校
東

大正 14 年 8 月の水害(脇之島地区) 
（『図説 多治見・土岐・瑞浪の歴史』より） 

明治 37 年 7 月の水害記録 
水野家に残る記録簿の中の一説（『多治見市史』より） 
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方
の
谷
川
も
出
水
し
、
神
楽

か

ぐ

ら

町ま
ち

、
仲
ノ
町(

現
在
の
日
ノ
出
町)

あ
た
り
は
、
膝
を
没
す
る
ほ
ど

と
な
り
、
小
路
町
あ
た
り
で
は
、
床
上
浸
水
に
及
ぶ
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
薙
ノ
下(

現
在
の
三

笠
町)

の
町
営
住
宅
辺
り
は
、
水
深
三
～
四
尺(

一･

二
～
一･

四
ｍ)

で
、
筏

い
か
だ

を
組
み
、
船
を
浮

か
べ
て
避
難
し
た
。
多
治
見
館
付
近
一
帯
は
あ
た
か
も
泥
水
の
海
の
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

中
央
線
一
四
号
ト
ン
ネ
ル
の
東
、
辛
沢
川
出
口
で
石
積
み
が
破
損
し
て
汽
車
が
不
通
に
な
り
、

消
防
組
が
保
線
課
に
応
援
し
て
修
理
し
た(

『
池
田
村
役
場
日
誌
』
よ
り)

。
人
々
は
こ
の
水
害

を
三
〇
年
来
の
記
録
で
あ
る
と
語
り
合
っ
た
。
死
者
二
人
、
流
失
家
屋
一
三
戸
、
全
壊
家
屋
二

〇
戸
、
浸
水
家
屋
二
、

八
五
二
戸
、
半
壊
家
屋
四
七
戸
、
橋
梁
の
決
壊
破
損
流
失
六
二
五
ヵ
所
、

堤
防
護
岸
の
決
壊
破
損
一
七
五
ヵ
所
、
四
、

二
二
九
間
な
ど
の
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
。 

■

災
害
に
対
す
る
地
域
の
言
い
伝
え 

土
岐
市
妻
木
町
の
上
郷
・
大
滝
地
区
で
は
、
古
く
か
ら
大
雨
が
降
る
た
び
に
妻
木
川
が
増
水

し
て
、
水
害
が
発
生
し
て
い
た
。
明
治
時
代
に
は
、
荒
れ
る
妻
木
川
を
静
め
る
た
め
に
、｢

お

る
ま
ば
あ
さ
ん｣

が
川
に
身
を
投
げ
た
と
い
う
一
説
が
残
さ
れ
て
い
る(

田
中
貞
光
氏
談)

。
現

在
も
、
氏
神
様(

秋
葉
山)

と
と
も
に
祈
念
碑
が
祀
ら
れ
、
毎
年
九
月
第
三
日
曜
に
は
地
域
の

人
々
が
集
ま
っ
て
供
養
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

●
木
曽
川
流
域 

木
曽
川
流
域
で
は
、
一
六
九
七
年(

元
禄
一
〇
年)

か
ら
一
九
三
二
年(

昭
和
七
年)

ま
で
の
間

に
、
平
均
二
一
年
間
に
一
回
の
割
合
で
水
害
が
発
生
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る(

『
中
津
川
の
水

害
と
復
興
誌
』
）
。
特
に
、
一
九
三
二
年(

昭
和
七
年)

八
月
に
発
生
し
た
四
ツ
目
川
災
害
で
は
、

中
津
川
市
街
地
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。 

■

四
ツ
目
川
災
害[

一
九
三
二
年(

昭
和
七
年)

八
月
二
六
日] 

秋葉氏神と災害祈念碑 
(土岐市妻木町上郷･大滝地区) 

四ツ目川災害時の中津川･四ツ目川と前山 
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恵
那
郡
中
津
町(

現
在
の
中
津
川
市)

前
山
の
北
麓
の
崩
壊
に
伴
い
、
山
津
波
が
市
街
地
を
襲

い
、
沿
岸
の
家
屋
を
倒
壊
し
、
死
者
二
人
、
負
傷
者
二
四
人
、
被
害
家
屋
一
〇
〇
余
戸
、
流
失

家
屋
三
六
戸
、
埋
没
半
潰
六
〇
余
戸
の
被
害
を
生
じ
、
中
津
川
駅
構
内
に
も
氾
濫
し
て
、
駅
前

を
一
大
湖
水
と
し
た
。
『
中
津
川
の
水
害
と
復
興
誌
』
に
は
、
当
時
の
様
子
が
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。｢

午
前
一
一
時
頃
よ
り
前
山
を
中
心
と
し
て
雷
雨
、
山
麓
の
恵
下

え

げ

地
域
は
豪
雨

で
あ
っ
た
が
、
後
に
小
雨
と
な
り
、
午
後
二
時
頃
か
ら
約
三
〇
分
に
わ
た
り
再
び
豪
雨
に
な
っ

た
。
午
後
四
時
前
後
よ
り
、
中
津
町
一
帯
も
雷
雨
が
激
し
く
な
り
、
四
ツ
目
川
は
赤
土
の
泥
水

が
氾
濫
し
、
や
が
て
黒
色
と
な
り
大
洪
水
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
午
後
八
時
頃
よ
り
小
雨
と
な

り
、
午
後
九
時
頃
に
な
っ
て
晴
れ
間
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
洪
水
は
午
後
一
一
時
に
は
次

第
に
減
水
し
て
い
っ
た
。
…(

中
略)

…
そ
の
後
の
調
査
に
よ
り
、
前
山
の
崩
壊
は
六
〇
余
箇
所

(

三
万
立
坪)

で
発
生
し
、
二･

八
万
立
方
坪
の
土
砂
が
流
下
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。｣

 

●
災
害
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
の
地
域
の
取
り
組
み 

四
ツ
目
川
沿
岸
の
南
地
区
で
は
、
四
ツ
目
川
災
害
の
経
験
者
が
減
少
し
、
そ
の
脅
威
が
忘
れ

ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
憂
慮
し
、
こ
れ
を
伝
承
し
、
土
砂
災
害
の
発
生
を
予
防
、
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
た
め
、
一
九
六
七
年(

昭
和
五
一
年)

二
月
、
四
ツ
目
川
沿
岸
の
一
〇
の
区
の

代
表
者
に
よ
る｢

中
津
川
市
南
校
下
災
害
対
策
協
議
会｣

を
設
立
し
た
。
毎
年
八
月
二
六
日
に
は
、

四
ツ
目
川
災
害
の
記
憶
を
忘
れ
ま
い
と
す
る
祈
年
祭
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
同
協
議

会
は
、
災
害
発
生
箇
所
や
そ
の
恐
れ
の
あ
る
箇
所
の
調
査
や
住
民
の
災
害
意
識
に
関
わ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
に
も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
治
水
や
防
災
事
業
推
進
の
た
め
、

国
な
ど
へ
陳
情
を
行
い
、
地
区
の
災
害
発
生
の
予
防
、
被
害
の
軽
減
に
努
め
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
活
動
に
よ
り
、
昭
和
六
〇
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た｢

土
砂
災
害
防
止
月
間
推
進
の
集
い
全
国

大
会｣

に
お
い
て
、
同
協
議
会
は
土
砂
災
害
防
止
功
労
者
と
し
て
建
設
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。 

 四ツ目川災害の祈念碑 四ツ目川災害の復旧作業の様子 
(『目で見る中津川・恵那の 100 年』より 
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1932 年(昭和 7 年)8 月四ツ目川水害における被災状況 
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４
．
山
地
の
荒
廃
と
災
害
の
誘
発 

●
陶
土
の
採
取
や
陶
器
の
焼
成･

生
活
燃
料
と
し
て
の
伐
採
に
よ
る
山
地
の
荒
廃(

土
岐
川
流
域) 

か
つ
て
、
東
濃
地
域
は
瀬
戸
内
地
域
や
近
江
地
域
と
並
ん
で
「
日
本
三
大
は
げ
山
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
山
地
荒
廃
の
原
因
に
つ
い
て
、『
図
説 

多
治
見
・
土
岐
・
瑞
浪
の
歴
史
』
は
、
陶

磁
器
焼
成
用
の
陶
土
や
燃
料
の
薪
の
過
剰
な
採
取
や
伐
採
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
五
年

(

一
八
七
二)

の
窯
株
制
度
の
廃
止
に
よ
る
窯
業
を
営
む
者
の
急
増
が
、
山
地
の
荒
廃
に
拍
車
を

か
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
地
域
の
方
々
も
陶
器
焼
成
の
た
め
の
松
材
の
伐
採
の
ほ
か
、
特
に
戦

時
中
に
お
け
る
生
活
燃
料
の
た
め
の
薪
の
伐
採
が
、
山
地
荒
廃
を
促
進
さ
せ
た
と
考
え
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
千
葉
徳と

く

爾じ

氏
は
、
農
作
物
の
育
成
に
林
地
の
落
葉
地
被
を
表
土
と

と
も
に
掻
き
取
り
搬
出
し
、
堆
肥
と
し
て
耕
作
地
の
施
す
と
い
っ
た
多
治
見
や
御
嵩

み

た

け

付
近
独
自

の
習
慣
に
も
原
因
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る(

『
は
げ
山
の
研
究
』
よ
り)

。
荒
廃
産
地
か
ら
流

出
し
た
土
砂
は
、
妻
木
川
や
笠
原
川
の
ほ
か
、
土
岐
川
な
ど
の
河
床
を
大
き
く
上
昇
さ
せ
、
大

雨
に
よ
る
増
水
時
の
氾
濫
を
誘
発
さ
せ
て
い
た
。 

●
脆
弱
な
地
質
と
急
峻
な
地
形(

木
曽
川
流
域) 

木
曽
川
流
域(

中
津
川
市
周
辺)

は
、
花
崗
岩
類
な
ど
の
脆
弱
な
地
質
が
分
布
す
る
と
と
も
に
、

急
峻
な
地
形
を
呈
す
る
こ
と
か
ら
、
中
津
川
な
ど
の
各
渓
流
に
は
、
渓
岸
崩
壊
及
び
源
頭
部
の

崩
壊
が
多
数
分
布
す
る
、
こ
れ
ら
の
崩
壊
地
か
ら
多
量
の
土
砂
が
生
産
さ
れ
、
大
規
模
な
降
雨

の
際
に
は
、
土
石
流
と
な
っ
て
流
出
し
、
下
流
域
に
多
大
な
被
害
を
与
え
て
い
た
。
地
域
の
方
々

に
よ
る
と
、
昭
和
初
期
の
中
津
川
は
、
道
路
面
よ
り
も
高
い
位
置
に
河
床
が
あ
り
、
四
ツ
目
川

は
、
石
が
ご
ろ
ご
ろ
転
が
る
間
を
縫
っ
て
川
が
流
れ
、
降
雨
の
た
び
に
河
道
位
置
が
変
わ
る
よ

う
な
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

陶器工場と荒廃した山地 
(『多治見･土岐･瑞波の歴史』より) 

中津川上流域の荒廃状況 
（正ヶ根谷･金山谷の崩壊状況） 
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５
．
直
轄
砂
防
事
業
開
始
に
至
る
経
緯 

●
江
戸
時
代
の
砂
防 

土
岐
川
流
域
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら｢

石
砂
留
普
請｣

と
呼
ば
れ
る
川か

わ

普
請

ぶ

し

ん(

治
山･

治
水
工

事)

が
行
わ
れ
て
い
た
。
従
来
、
川
普
請
は
御
用
金
で
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
一
八
五
五
年(

安

政
二
年)

の
大
水
害
以
降
は
、
水
害
の
原
因
が
、
薪
な
ど
の
乱
伐
や
陶
土
採
掘
に
よ
る
と
の
理

由
か
ら
、
地
域
六
村
の
美
濃
焼
に
係
わ
る
人
々
に
対
し
て
、
笠
松
群
代
（
江
戸
幕
府
の
直
轄
地

支
配
担
当
の
地
方
役
人
）
か
ら
の
石
砂
留
の｢

自
普
請｣

が
命
じ
ら
れ
、
川
普
請
が
実
施
さ
れ
た
。 

●
明
治
時
代
以
降
の
砂
防(

県
営
砂
防
事
業
な
ど) 

明
治
維
新
以
降
、
林
政
が
緩
ん
だ
こ
と
に
よ
る
乱
伐
に
よ
っ
て
、
水
源
地
の
荒
廃
が
進
み
、

大
雨
の
た
び
に
土
砂
が
流
出
し
て
、
洪
水
の
原
因
と
な
っ
て
い
た
。
岐
阜
県
で
は
、
明
治
八
年

に
「
山
林
保
護
の
告
諭

こ

く

ゆ

」
を
発
し
、
地
元
の
組
合
に
よ
っ
て
自
治
的
に
伐
木
を
制
限
さ
せ
よ
う

と
し
た
。
ま
た
、
内
務
省
は
、
お
雇
い
外
国
人
技
術
者
で
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
水
理
工
師
デ
・

レ
ー
ケ
の
意
見
書
『
庄
内
川
山
丘
土
砂
流
送
の
件
』
な
ど
に
基
づ
き
、
一
八
七
九
年(

明
治
一

二
年)

に
、
岐
阜
県
、
長
野
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
の
四
県
に
対
し
て
、
木
曽
川
流
域
の
土
砂
扞
止

か

ん

し

の
た
め
、
樹
木
の
伐
採
、
石
材
の
切
り
出
し
な
ど
に
係
わ
る
山
地
作
業
の
取
り
締
ま
り
を
厳
達

し
、
岐
阜
県
は
一
八
八
〇
年(

明
治
一
三
年)

に
『
山
地
諸
作
業
取
締
の
件
』
を
布
達
し
た
。
デ･

レ
ー
ケ
の
意
見
書
は
、
土
岐
川
に
お
い
て
濫
伐
さ
れ
た
禿
げ
山
に
は
、
砂
防
工
事
の
緊
急
施
工

の
必
要
が
あ
る
と
の
指
摘
が
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
中
部
地
方
に
お
い
て
は
、
一
八

七
八
年(

明
治
一
一
年)
四
月
一
八
日
に
、
国
費
に
よ
る
砂
防
工
事
が
、
揖
斐
川
支
流
の
肱ひ

じ

江え

川

の
水
源
地
で
あ
る
三
重
県
桑
名
郡
御
衣

み

ぞ

野の

村
、
一
八
七
九
年(

明
治
一
二
年)

に
は
岐
阜
県
石
津

い

し

づ

郡
太
田
村
般
若

は
ん
に
ゃ

谷だ
に

で
施
工
さ
れ
た
。
以
降
、
各
地
で
直
轄
・
県
営
の
砂
防
事
業
が
広
が
っ
て
い

土岐川における石砂留普請(｢図説 多治見･土岐･瑞波の歴史｣) 
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っ
た
。
土
岐
川
流
域
で
は
大
正
四
年
か
ら
、
木
曽
川
流
域
中
津
川
で
は
大
正
三
年
か
ら
県
営
の

砂
防
工
事
が
施
工
さ
れ
て
い
る
。 

■

河
川
の
氾
濫
防
止(

土
岐
川
流
域) 

土
岐
川
流
域
の
県
営
砂
防
工
事
は
一
九
一
五
年(

大
正
四
年)

、
可
児
群
小
泉
村
か
ら
始
ま
っ

た
。
県
営
砂
防
工
事
で
は
、
え
ん
堤
や
山
腹
工
の
ほ
か
、
河
川
堤
防
の
強
化
や
護
岸
工
事
、
川

の
流
路
変
更
が
実
施
さ
れ
た
。
岐
阜
県
で
は
、
山
木
の
伐
採
を
規
制
す
る
と
と
も
に
、
明
治
三

〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
本
格
的
な
植
林
を
開
始
し
て
い
る
。
な
お
、
地
域
の
方
々
に
よ
る
と
、

妻
木
川
や
笠
原
川
な
ど
を
主
体
と
し
て
、
砂
防
施
設
が
施
工
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

県
営
砂
防
工
事
の
施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

「
昭
和
七
年
七
月
七
日
に
も
大
洪
水
が
あ
り
ま
し
た
。
…(

中
略)

…
父
が
中
心
と
な
っ
て
県

へ
改
修
工
事
の
申
請
に
何
度
も
参
り
ま
し
た
。
や
っ
と
重
い
腰
が
上
が
っ
て
、
工
事
に
か
か
っ

た
の
で
す
。
」(

『
炉
ば
た
の
は
な
し
』
昭
和
六
二
年
八
月
土
岐
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会)

 

■

四
ツ
目
川
災
害
の
復
旧(

木
曽
川
流
域) 

四
ツ
目
川
災
害
で
は
、
多
く
の
行
政
官
や
専
門
家
が
現
地
を
訪
れ
、
大
規
模
な
復
旧
工
事
が

施
工
さ
れ
た
。
中
津
町
は
町
営
工
事
と
し
て｢

護
岸
堤
防
堤
体
復
旧
工
事｣

を
施
工
し
た
が
、
そ

の
維
持
管
理
、
改
修
工
事
に
係
わ
る
負
担
が
大
き
く
、
河
川
管
理
と
堤
防
維
持
を
県
管
理
に
移

管
す
る
と
と
も
に
、
一
九
三
三
年(

昭
和
八
年)

か
ら
、
岐
阜
県
営
治
水
工
事
と
し
て
、｢

四
ツ

目
川
改
修
工
事｣
及
び｢

中
津
川
改
修
工
事｣

が
施
工
さ
れ
た
。
一
方
、
内
務
省
土
木
技
師
の
赤

木
正
雄
氏
は
、
四
ツ
目
川
災
害
の
よ
う
な
災
害
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
は
、
流
出
土
砂
の
扜

止
と
渓
岸
崩
壊
の
抑
制
に
よ
る
土
石
流
の
発
生･

流
下
を
防
止
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
渓

流
沿
い
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
え
ん
堤
を
設
置
す
る
こ
と
を
推
奨
し
た
。
岐
阜
県
で
は
、
赤
木
氏
の

昭和初期における妻木川流域山腹工事の様子 
（農村振興事業として、昭和 8 年度に施工された山腹工事；妻木町字西山地内） 
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提
言
を
受
け
、
四
ツ
目
川
上
流
に
お
い
て
、
一
九
三
二
～
三
三
年
度(

昭
和
七
～
八
年
度)

に
か

け
て
、
農
村

匡

救

き
ょ
う
き
ゅ
う

土
木
事
業
と
し
て
の
砂
防(

え
ん
堤)

工
事
や
荒
廃
山
林
復
旧
工
事
と
し
て

山
腹
工
事
が
施
工
さ
れ
た
。 

●
直
轄
砂
防
事
業
移
行
へ
の
要
望 

■

流
域
全
体
を
見
通
し
た
砂
防
計
画
の
必
要
性(

土
岐
川
流
域) 

県
営
砂
防
事
業
な
ど
に
よ
り
日
常
的
な
氾
濫
は
な
く
な
っ
た
が
、
豪
雨
時
の
河
川
氾
濫
は
数

年
お
き
に
発
生
し
、
荒
廃
山
地
か
ら
の
土
砂
流
出
を
根
本
的
に
抑
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
当
時
の
砂
防
工
事
は
旧
村
単
位
で
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
工
事
範
囲
な
ど

を
巡
っ
て
村
ど
う
し
の
い
さ
か
い
に
発
展
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

も
あ
り
、
流
域
全
体
と
見
通
し
た
土
砂
流
出
の
防
止
と
計
画
的
な
砂
防
工
事
が
望
ま
れ
て
い
た
。 

■

地
域
の
保
全
の
必
要
性(

木
曽
川
流
域) 

四
ツ
目
川
災
害
後
に
実
施
さ
れ
た
県
営
砂
防
事
業
に
よ
る
復
旧･

改
修
工
事
は
、
堤
防
・
護

岸
工
事
が
主
体
で
あ
り
、
土
砂
の
生
産
・
流
出
の
抑
制
な
ど
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

岐
阜
県
会
議
長
で
あ
っ
た
長
谷
川
藤
藏
氏
は
、
内
務
大
臣
山
本
達
夫
氏
に
対
し
て
、
一
九
三
二

年(
昭
和
七
年)

九
月
付
で
、
国
庫
支
出
に
よ
る
砂
防
工
事
へ
の
意
見
書
を
提
出
し
た
。
こ
の
意

見
書
で
は
、
「
中
津
川
、
四
ツ
目
川
及
び
落
合
川
流
域
が
属
す
る
恵
那
山
脈
で
は
、
多
量
の
崩

落
土
砂
が
生
産
さ
れ
、
下
流
に
流
出
す
る
こ
と
か
ら
、
砂
防
工
事
を
早
急
に
実
施
し
な
け
れ
ば
、

巨
費
を
投
じ
て
施
工
し
て
い
る
木
曽
川
下
流
の
治
水
工
事
の
効
果
を
没
却
し
て
し
ま
う
こ
と

が
危
惧
さ
れ
、
国
土
保
安
上
、
政
府
が
国
費
で
工
事
を
施
工
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の
保
全
と
流
域
全
体
の
治
水
効
果
を
鑑
み
た
地
域
の
要
請
と
し
て
、

直
轄
砂
防
事
業
の
着
手
が
望
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

四ツ目川災害後の復旧状況 
左）中津川改修護岸工事完成の状況、右）宮前橋付近の橋梁・護岸の復旧状況か 
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６
．
直
轄
砂
防
事
業
の
始
ま
り
（
昭
和
一
二
年
度
～
） 

●
多
治
見
直
轄
砂
防
事
業
の
概
要 

一
九
三
七
年(

昭
和
一
二
年)

五
月
、
岐
阜
県
土
岐
郡
多
治
見
町
に｢

内
務
省
名
古
屋
土
木
出

張
所
土
岐
川
工
場｣

、
岐
阜
県
恵
那
郡
中
津
町
に｢

内
務
省
名
古
屋
土
木
出
張
所
中
津
川
工
場｣

が
開
設
さ
れ
た
。
土
岐
川
流
域
で
は
、
荒
廃
山
地
か
ら
各
河
川
へ
の
土
砂
流
出
を
防
止
し
、
河

床
上
昇
と
土
岐
川
及
び
各
渓
流
の
氾
濫
を
防
止
し
て
、
住
宅
や
陶
器
工
場
な
ど
の
保
全
と
と
も

に
、
既
存
の
県
営
砂
防
施
設
の
機
能
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
渓
流
工
事
が
施
工
さ
れ

た
。
あ
わ
せ
て
、
県
営
砂
防
工
事
と
と
も
に
、
裸
地
に
対
す
る
直
接
効
果
を
目
的
と
し
た
国
営

山
腹
工
事[

一
九
三
二
年(

昭
和
七
年)

着
工]

も
施
工
さ
れ
た
。
一
方
、
木
曽
川
流
域
で
は
、
流

出
土
砂
の
扜
止
と
渓
岸
崩
壊
の
抑
制
に
よ
る
土
石
流
の
発
生･

流
下
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
渓
流
工
事
が
施
工
さ
れ
た
。 

そ
の
後
、
一
九
四
六
年(

昭
和
二
一
年)

四
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
の｢

土
岐
川
砂
防
工
場｣

と｢

中

津
川
砂
防
工
場｣

を
管
下
に
入
れ
た｢

内
務
省
多
治
見
砂
防
工
事
事
務
所｣

が
発
足
し
、
昭
和
二

三
年(

一
九
四
八)

五
月
発
足
の｢

建
設
院
多
治
見
砂
防
工
事
事
務
所｣

を
経
て
、
同
年
九
月
に

｢
建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
多
治
見
工
事
事
務
所｣

が
開
設
さ
れ
た
。 

●
伊
吹
正
紀
氏
の
砂
防
思
想 

土
岐
川
砂
防
工
場
の
第
二
代
工
場
長(

昭
和
一
四
年
～
一
八
年)

及
び
多
治
見
砂
防
工
事
事

務
所
の
第
六
代
所
長(

昭
和
二
三
年
～
二
五
年)

を
歴
任
し
た
伊
吹
正
紀
氏
は
、
昭
和
中
期
に
お

け
る
代
表
的
な
砂
防
技
術
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
伊
吹
氏
は
、
著
書
『
砂
防
特
論
』(

一
九
五

五
年:

昭
和
三
〇
年)

の
中
で
、｢

砂
防
工
事
の
目
的｣

に
つ
い
て
、｢

終
局
の
目
的
は
、
山
腹
の

緑
化
に
あ
る｣

と
強
調
し
て
い
る
。
伊
吹
氏
に
よ
る
「
砂
防
の
あ
り
方
」
は
、
少
し
で
も
山
間

二代(昭和 14～18 年)土岐川砂防工場長 
六代(昭和 23～25 年)所長 

伊吹正紀氏 

 

伊吹正紀著『砂防特論』 
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に
入
り
、
土
砂
生
産
の
根
源
域
で
砂
防
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
あ
り
、
下

流
域
に
お
い
て
、
河
川
改
修
を
始
め
る
際
に
は
、
少
な
く
と
も
同
時
に
上
流

域
に
お
け
る
砂
防
の
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま

た
、
同
時
に
、
下
流
河
川
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
徐
々
に
上
流
を
治
め
て
い

く
こ
と
が
現
実
的
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。 

●
施
設
配
置
の
変
遷 

■

土
岐
川
流
域 

土
岐
川
流
域
で
は
、
直
轄
砂
防
事
業
開
始
当
初
、
大
畑

お
お
は
た

、
滝た

き

呂ろ

、
平ひ

ら

園ぞ
の

、
梅う

め

平
だ
い
ら

、
上
郷

か
み
ご
う

西
方
、
山
神

や
ま
が
み

、
追
沢

お
っ
さ
わ

の
各
地
区
周
辺
に
お
い
て
砂
防
え
ん
堤
が
集

中
的
に
施
工
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
地
区
は
、
窯
業
や
陶
土
採
取
の
盛
ん
な
地

区
で
あ
り
、
特
に
山
地
荒
廃
が
著
し
く
、
川
が
白
く
濁
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と

さ
れ
る
。
こ
の
た
め
荒
廃
地
か
ら
の
土
砂
流
出
の
防
止
が
急
務
な
地
区
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
四
一
～
四
五
年(

昭
和
一
六
～
二
〇
年)

に
か
け

て
も
、
こ
れ
ら
の
地
区
周
辺
で
砂
防
施
設
が
施
工
さ
れ
た
が
、
一
九
四
六
年

(

昭
和
二
一
年)

頃
以
降
に
な
る
と
、
よ
り
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
砂
防
施
設
が

施
工
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

砂
防
施
設
の
施
工
位
置
な
ど
は
当
時
の
伊
吹
所
長
な
ど
が
決
定
し
て
い
た

が
、
こ
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
職
員
が
現
地
を
見
回
る
際
に
、
各
地
区
か

ら
砂
防
施
設
の
設
置
を
求
め
る
要
望
が
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
人
々
の

意
見
が
大
き
く
反
映
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

■

木
曽
川
流
域 

この地図は、国土地理院の数値地図 50000(地図画像) 

『美濃加茂』,『瀬戸』,『恵那』及び『揚げ地』を使用しました。 

土岐川流域における直轄砂防事業開始当初の砂防施設の施工位置（赤枠の範囲） 

大畑

 

平園 

滝呂 

上郷西

 

追沢 

山神 

梅平 
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木
曽
川
流
域
で
は
、
直
轄
砂
防
事
業
開
始
当
初
、
四
ツ

目
川
中
流
部
、
中
津
川
流
域
の
正
ヶ
根

し

ょ

う
が

ね

谷
及
び
落
合
川
流
域

の
日
陰
谷
に
お
い
て
砂
防
え
ん
堤
が
施
工
さ
れ
た
。
中
で
も
、

四
ツ
目
川
流
域
で
は
一
九
四
一
～
四
五
年(

昭
和
一
六
～
二

〇
年)

に
杉
流
沢
、
一
九
四
六
～
五
一(

昭
和
二
一
～
二
六
年)

ま
で
に
下
平
次
沢
及
び
穴
ヶ
沢
に
お
い
て
継
続
し
て
砂
防
え

ん
堤
が
施
工
さ
れ
る
な
ど
、
四
ツ
目
川
災
害
を
教
訓
と
し
て
、

再
び
災
害
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
市
街
地
へ
の
影
響

が
大
き
い
四
ツ
目
川
に
対
し
て
重
点
的
に
砂
防
施
設
を
施

工
し
て
い
っ
た
。
そ
の
一
方
、
断
続
的
で
は
あ
る
が
、
中
津

川
流
域
の
正
ヶ
根
谷
、
落
合
川
の
本
川
及
び
各
支
川
に
お
い

て
も
砂
防
え
ん
堤
が
施
工
さ
れ
た
。 

 

一
九
三
七
年(

昭
和
一
二
年)

の
直
轄
砂
防
事
業
開
始
以
降
、

一
九
五
三
年(

昭
和
二
八
年
度)

以
前
に
竣
工
し
た
歴
史
的
な

施
設
は
、
土
岐
川
流
域
で
一
三
四
施
設
、
木
曽
川
流
域
で
二

五
施
設
で
あ
る(

現
存
し
な
い
も
の
も
含
む)

。 

こ
れ
ら
の
砂
防
施
設
の
位
置
図
と
と
も
に
、
今
回
、
登
録

有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
三
施
設
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の

諸
元
を
示
す
。 

四ツ目川

 

正ヶ根

 

日陰谷 

杉流沢 

落合川 

下平次沢･穴ヶ沢 

中津川流域などにおける直轄砂防事業開始当初の砂防施設 

（四ツ目川流域に重点的に砂防施設が施工された） 
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土岐川流域周辺の歴史的砂防施設の位置図 
（昭和 28 年度竣工以前の竣工施設のほか、登録有形文化財砂防えん堤を示す。） 

この地図は、国土地理院の数値地図 50000（地図画像） 
『美濃加茂』及び『瀬戸』を使用しました。 
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中津川流域周辺の歴史的砂防施設の位置図 
（昭和 28 年度竣工以前の竣工施設のほか、登録有形文化財砂防えん堤を示す。） 
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浦山第 2 砂防ダム(土岐市妻木町) 

 

●
登
録
有
形
文
化
財
砂
防

え
ん
堤
の
概
要 

土
岐
川
流
域
及
び
木
曽

川
流
域
に
お
け
る
登
録
有

形
文
化
財
砂
防
え
ん
堤
は

上
表
に
示
す
三
施
設
で
あ

る
。 次

頁
以
降
に
各
え
ん
堤

の
概
要
及
び
施
工
記
録
を

示
す
。 

登録有形文化財砂防えん堤の概要 

堤長
(m)

堤高
(m)

土
岐
川

浦山第2
砂防ダム

[着工]昭和17年10月21日
[竣工]昭和18年8月25日

空石積えん堤
(重力式)

5.0 28.0
垂直壁
側壁
水叩

矢羽積(間知石)
･面形状;約30cm×20cm
(控長は不明)

山神
砂防ダム

[着工]昭和12年6月10日
[竣工]昭和15年2月29日

練石積えん堤
[粗石コンクリート]
(重力式)

8.0 42.0
副えん堤

水叩
護岸

矢羽積(間知石)
･面形状;約50cm×30cm
(控長は不明)

二ヶ滝第1
砂防ダム

[着工]昭和17年12月6日
[竣工]昭和24年3月31日

空石積えん堤
(重力式)

5.0 26.0 －
矢羽積(間知石)
･面形状；約70cm×45cm
･控長；約50cm

石積の特徴等

堰
堤
工

付属
構造物

本えん堤

木
曽
川

工種 施設名称 施工年 構造(形式)流域
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二ヶ滝第 1 砂防ダム(中津川市二ヶ滝) 

山神砂防ダム(中津川市山神) 
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浦山第 2 砂防ダムの施工記録 

施設名称 浦山第2砂防ダム [着工]昭和17年10月21日 [竣工]昭和18年8月25日

当初施設構造
[空石積えん堤]本えん堤､捨石

工費 7,097円
[堤高]5.0m，[堤長]28.0m，[立積]845.84m3

【構造図(当初)】(施工管理者；伊吹正紀　　　　)

建設経緯･目的
(設計書等による)

資料なし

その他
(設計書等による)

元河床勾配１／１４である。

－施設台帳に保管される当初構造図－

－昭和30年代頃に撮影された思われる写真－
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山神砂防ダムの施工記録(施工経緯･設計図など) 

【構造図(当初)】(施工管理者；荒井荒三郎･井手房太郎)

施設名称

建設経緯･目的
(設計書等によ
る)

四ッ目川の水源地方約1kmの区域は流下溝を形成しているものの、その下流は堆積土砂から成
り、いわゆる砂礫円錐であり、しだいに発達して中津町から合流点に及んでいる。従って四ッ
目川の大部分は砂礫円錐中を流れるもので、至る所浸食を起こし、流路は極めて不安定な状態
に置かれている。
たまたま昭和7年8月26日局部的大降雨のため山崩れと共に土石流を生じ、遂に数十家屋を流
し、人畜の死傷を生じる大被害を被ってしまった。このため岐阜県がこの復旧と改修とに努
め、14箇所のえん堤と多くの山腹工事および護岸工事とを行いつつあったが、その効果は充分
でなかったため、本年度から内務省が工事を施工することになった。

その他
(設計書等によ
る)

四ッ目川は源を岐阜県恵那郡中津町前山標高1350.7mに発し、幾多の小渓流を合わせ杉流と称
し、下ること3kmで左支下平次と合流し、四ッ目川と称する。これより中津町の中央を貫き、
中央本線を過ぎて中津川に注ぐ。流域面積6km2で流路延長6.8kmである。
本工事は中津町大字恵下地先に施工されるもので、岐阜県営第一号および第二号えん堤の中間
に位置し、第一号えん堤から上流に40.0mの位置に設置するものである。元河床勾配は１／１
２である。本えん堤の基礎は岩盤がなく、前庭の洗堀を保護するため副えん堤および水叩工を
施工した。また水叩部の両岸は多量の土砂崩壊の恐れがあるので、付随護岸を施しこれを防止
するものである。
本えん堤の大きさは高8mで天端幅2mとし、前法2分勾配、後法3.5分勾配、水通は16mとする。

施設構造

[練石積えん堤]本えん堤、副えん堤､水叩､護岸

工費 17,630円【本えん堤】[堤高]8.0m,[堤長]42.0m､[立積]1,070m3
【副えん堤】[堤高]3.0m,[堤長]23.0m､[立積]160m3

山神砂防ダム [着工]昭和12年6月10日 [竣工]昭和15年2月29日

－設計書原本の構造図－
原図は青焼き図面であるが、全体に不鮮明であ
る

－設計書原本の構造図－ 
原図は青焼き図面であるが、全体に不鮮明である。 
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山神砂防ダムの施工記録(工事写真) 

施設名称

［そのほか］

［施工状況］ ［竣工後］

築石状況(昭和13年5月12日) (撮影年月不明)

山神砂防ダム

［施工前］

上流を望む(昭和12年8月) 下流を望む(昭和12年8月)

－昭和30年代頃に撮影された思われる写真－
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二ヶ滝第 1 砂防ダムの施工記録 

施設名称 二ヶ滝第1砂防ダム [着工]昭和17年12月6日 [竣工]昭和24年3月31日(打切竣工)

当初施設構造
[空石積えん堤]本えん堤

工費 7,300+92,000円
[堤高]5.0m，[堤長]26.0m，[立積]496m3

【構造図・写真】(施工管理者；井手房太郎)

建設経緯･目的
(設計書等による)

本工事は正ヶ根谷合流点から400m上流に築造するもので、流下土砂を抑止し併せて河床勾配を
緩和しようとするものである。

その他
(設計書等による)

えん堤は高5m長26m天端幅3m表法4分裏法5分とし、空積であるので断面積を大きくした。元河
床勾配は１／６である。
本工事は昭和17年12月6日着工以来施工に努めたが、時局の影響、労力費の高騰により自然と
増高することが避けられず、到底原設計予算では工事竣工が不可能になり工費を増額した。

－設計書原本の構造図－

－昭和30年代頃に撮影された思われる写真－
非常に不鮮明で、石積状況がぼんやりと確認できるのみである
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７
．
昭
和
初
・
中
期
の
多
治
見
直
轄
砂
防
事
業
に
用
い
ら
れ
た
砂
防
技
術 

●
多
様
な
砂
防
工
種 

土
岐
川
流
域
は
、
砂
防
え
ん
堤
、
床
固
、
流
路
工
の
渓
流
施
設
の
ほ
か
、
山
腹
工
な
ど
多
彩

な
工
種
が
用
い
ら
れ
た
。
渓
流
施
設
と
し
て
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
施
設(

え
ん
堤･

床
固)

が
主

体
だ
が
、
袖
部
が
土
堤
か
ら
な
る
施
設(

土
え
ん
堤)

や
石
積
施
設(

空
石
積･

練
石
積)

の
施
設

も
存
在
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
生
田

い

く

た

第
一
砂
防
ダ
ム
及
び
岩
須

い

わ

す

第
一
砂
防
ダ
ム
は
、
え
ん
堤
基
部

が
練
石
積
で
あ
り
、
そ
の
上
に
型
枠
式
の
粗
石
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
堤
体
を
載
せ
る
特
異
な
構
造

を
有
す
る
。
ま
た
、
山
腹
工
事
で
は
、
団
子
山
及
び
虎
渓
山
に
お
い
て
、
国
内
で
は
、
土
岐
川

管
内
で
し
か
施
工
例
の
な
い
等
高
線
壕
工
法
が
施
工
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
木
曽
川
流
域

は
砂
防
え
ん
堤
の
み
が
施
工
さ
れ
、
す
べ
て
石
積(

練
石
積･

空
石
積)

で
あ
る
。 

 
 

コンクリートえん堤 
(脇之島第 2 砂防ダム;昭和 29 年 6 月 3 日) 

基部が練石積/上部がコンクリートえん堤 
(生田第 1 砂防ダム;昭和 27 年 5 月竣工) 

土えん堤(コンクリート水路付) 
(西之洞第 2 砂防ダム;昭和 28 年 1 月 14 日竣工) 

土えん堤(石張水路付) 
(釜下第 2 砂防ダム;昭和 15 年 9 月 30 日竣工) 

※手前の施設は県営のコンクリートえん堤である。 

【土岐川流域】 

練石積

ｺﾝｸﾘ ｰﾄ

石張水路

土堤
土堤

(県営施設)
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空石積えん堤 
(浦山第 1 砂防ダム;昭和 17 年 8 月 24 日竣工) 

練石積えん堤 
(大平第 1 砂防ダム;昭和 27 年 5 月 1 日) 

等高線壕工法 
(団子山山腹工;昭和 28 年 2 月竣工) 

床固･流路工 
(鳥屋水路;昭和 17 年 2 月竣工) 

空石積えん堤 
(下平次第 1 砂防ダム;昭和 23 年 5 月竣工) 

練石積えん堤 
(正ヶ根第 2 砂防ダム;昭和 29 年 3 月竣工) 

【中津川流域周辺】 
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●
砂
防
工
種
の
選
定 

多
治
見
直
轄
砂
防
事
業
が
着
手
さ
れ
た
当
時
に
発
刊
さ
れ
た
蒲

孚

か
ば
ま
こ
と

氏
著
『
砂
防
工
學
』(

一

九
三
七
年:

昭
和
一
二
年)

、
赤
木
正
雄
氏
著
『
渓
流
及
砂
防
工
學
』(

一
九
三
九
年:

昭
和
一
四

年)

及
び
柿
徳
市
氏
著
『
治
水
砂
防
工
學
』(

一
九
四
一
年:

昭
和
一
六
年)

に
よ
る
と
、
昭
和
初

期
に
は
、
空
石
積
え
ん
堤
も
一
部
施
工
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
主
に
、
粗
石
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

用
い
た
練
石
積
え
ん
堤
を
施
工
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
土
岐
川
砂
防
工
場
長

(

昭
和
一
四
年
～
一
八
年)

や
多
治
見
砂
防
工
事
事
務
所
所
長(

昭
和
二
三
～
二
五
年)

を
務
め

た
伊
吹
正
紀
氏
は
、
一
九
五
五
年(

昭
和
三
〇
年)

発
刊
の
著
書
『
砂
防
特
論
』
に
お
い
て
、
砂

防
工
種
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ま
で
多
用
さ
れ
て
き
た
練
石
積
構
造
を
や
め
て
、
表
面

を
型
枠
仕
上
げ
に
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
を
推
奨
し
て
い
る
。 

当
時
の
多
治
見
砂
防
管
内
で
は
、
堤
体
材
料
の
調
達
の
容
易
性
な
ど
が
特
に
重
要
視
さ
れ
、

築
石
や
中
埋
め
石
に
適
当
な
石
材
が
多
量
に
河
床
に
あ
る
地
域
で
は
、
石
積
施
設
が
多
用
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
土
岐
川
流
域
の
う
ち
、
土
岐
砂
礫
層
や
沖
積
層
の
分
布
域
で
、

石
積
施
設
の
堤
体
材
料
に
な
る
石
材
に
乏
し
い
箇
所
で
は
、
表
面
を
型
枠
仕
上
げ
に
し
た
粗
石

コ
ン
ク
リ
ー
ト
え
ん
堤
が
施
工
さ
れ
、
土
岐
川
流
域
で
も
、
花
崗
岩
類
や
変
成
岩
な
ど
の
硬
質

な
岩
盤
が
分
布
す
る
地
域
や
、
花
崗
岩
類
な
ど
が
分
布
す
る
木
曽
川
流
域
で
は
、
石
材
の
調
達

が
容
易
で
あ
る
こ
と
か
ら
石
積
施
設
が
多
く
施
工
さ
れ
た
。
ま
た
、
セ
メ
ン
ト
の
使
用
に
お
い

て
も
、
そ
の
運
搬
に
係
わ
る
施
工
性
が
重
要
視
さ
れ
、
資
機
材
な
ど
の
運
搬
路
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
場
所
で
は
セ
メ
ン
ト
を
使
用
し
な
い
空
石
積
施
設
が
施
工
さ
れ
た
。 

 

土
岐
川
流
域
の
直
轄
砂
防
施
設
の
ほ
か
、
愛
知
県
瀬
戸
地
域
周
辺
に
は
、
明
治
時
代
以
降
、

多
数
の
土
え
ん
堤
が
施
工
さ
れ
て
い
る
。
柿
徳
市
氏
著
『
治
水
砂
防
工
學
』(

一
九
四
一
年:

花崗岩類分布域の河床状況 
(大滝第 3 床固;昭和 27 年 11 月) 

堤体材料となる巨石が多く転在する。 

土岐砂礫層分布域の河床状況 
(日帰第 1 砂防ダム) 

積石に使用できるような大きな転石はみられない。 
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昭
和
一
六
年)

に
よ
る
と
、
土
え
ん
堤
は
、
花
崗
岩
や
砂
岩
が
分
布
す
る
禿
赭

と
く
し
ゃ

地
に
お
け
る
貯

砂
え
ん
堤
と
し
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
川
幅
が
非
常
に
広
い
箇
所
や
、
常
時
流
量
が
少

な
く
、
急
激
に
多
量
の
出
水
が
な
い
比
較
的
穏
や
か
な
渓
流
で
あ
る
と
と
も
に
、
堤
体
材
料
と

し
て
の
石
材
な
ど
が
乏
し
い
ほ
か
、
基
礎
及
び
両
岸
に
岩
盤
が
分
布
し
な
い
箇
所
に
設
置
す
る

も
の
と
記
述
し
て
い
る
。 

土
岐
川
流
域
に
お
い
て
、
土
え
ん
堤
が
多
数
設
置
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
流
域
特
性
の

考
慮
の
ほ
か
、
当
時
は
比
較
的
高
価
で
あ
っ
た
セ
メ
ン
ト
の
使
用
量
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る

工
法
と
し
て
多
用
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
地
域
は
、
少
雨
に
よ
る
水
不
足
に
長
年

悩
ま
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
堆
砂
完
了
ま
で
の
間
、
た
め
池
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
考
慮

に
い
れ
た
経
済
上
、
非
常
に
有
効
な
工
法
で
も
あ
っ
た
。 

 

土えん堤上流の地形状況 
(西之洞第 1 砂防ダム) 

鎌芝川第 9 号ラブルコンクリートえん堤（昭和 9 年） 
『建設のあゆみ』（愛知県土建部）より 

土えん堤竣工後の状況 
 (溝洞第 1 砂防ダム；昭和 27 年 5 月 10 日) 
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●
各
工
種
の
施
工
技
術
の
説
明 

【
コ
ン
ク
リ
ー
ト
え
ん
堤･

土
え
ん
堤(

コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路
付)

】(

土
岐
川
流
域) 

■

基
礎
掘
削･

材
料
採
取 

 

鶴
嘴

つ
る
は
し

や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
用
い
た
人
力
作
業
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
堤
体
材
料
と
な
る
土
砂
や

砂
利
な
ど
は
、
基
本
的
に
工
事
箇
所
で
の
採
集
が
主
体
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
土
岐
川
本
川
域

で
採
集
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

■

型
枠
組
立 

昭
和
一
〇
～
二
〇
年
代
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
え
ん
堤
で
は
、
巨
大
な
サ
イ
ズ(

厚
さ
三
㎝
、
縦

一
ｍ
程
度
、
横
四
ｍ
程
度)

の
型
枠
を
両
面
に
組
み
立
て
、
中
張
り
を
入
れ
て
型
枠
を
組
み
立

て
て
い
た
。
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
型
枠
は
、
当
時
他
の
直
轄
砂
防
事
務
所
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な

い
。 

■

セ
メ
ン
ト
の
使
用･

配
合 

土
岐
川
流
域
で
は
、
一
般
的
に
、
セ
メ
ン
ト:

砂:

砂
利=

一:

三:

六
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
使

用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
直
径
一
〇
㎝
程
度
の
中
埋
め
石
が
一
〇
～
三
〇
％
程
度
配
合
さ
れ
た
。

昭
和
二
〇
年
代
前
後
に
な
る
と
、
石
材
の
調
達
コ
ス
ト
よ
り
、
セ
メ
ン
ト
の
調
達
コ
ス
ト
の
方

が
安
価
に
な
り
、
伊
吹
正
紀
氏
著
『
砂
防
特
論
』(

一
九
五
五
年:

昭
和
三
〇
年)

に
よ
る
と
、

昭
和
初
期
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
約
二
四
円
／
㎥
、
モ
ル
タ
ル
が
約
四
〇
円
／
㎥
、
中
埋
め

石
が
約
八
円
／
個
、
築
石
が
約
一
六
円
／
個
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、

築
石
が
一
五
〇
～
一
八
〇
円
／
㎥(

堤
体
全
体
量
に
換
算
す
る
と
四
、

〇
〇
〇
～
四
、

五
〇
〇
円

／
㎥)

に
高
騰
す
る
一
方
、
セ
メ
ン
ト
は
約
三
、

五
〇
〇
／
㎥
と
、
石
材
よ
り
も
安
価
で
品
質

も
非
常
に
良
質
な
も
の
に
進
歩
し
た
。 

基礎掘削状況 

（引陣第 1 砂防ダム；昭和 27 年 4 月) 

鶴嘴
つ る は し

やスコップを用いた人力作業である。 

型枠組立状況 
（森裏第 1 砂防ダム；昭和 28 年 2 月 22 日) 

厚さ 3cm､縦約 1m､横約 4m の型枠パネルを用いた。 
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■

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
練
り
混
ぜ･

充
填
な
ど 

昭
和
二
〇
年
代
後
半
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
混
合
に
は
ミ
キ
サ
ー
が
用
い
ら
れ
た
が
、
そ
れ
以

前
は
、
一
日
二
五
～
三
〇
俵(

一
俵
五
〇
㎏)

の
セ
メ
ン
ト
を
鉄
板
上
で
練
り
混
ぜ
て
い
た
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
は
型
枠
内
に
滑
り
板
な
ど
を
用
い
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
充
填
に
際
し
て
は
、
ス

コ
ッ
プ
な
ど
を
用
い
て
搗つ

き
固
め
て
い
た
。
な
お
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
継
手
部
分
に
は
、
粗
石

(

直
径
一
〇
㎝
程
度)

を
縦
置
き
に
し
て
、
強
度
を
増
す
よ
う
に
留
意
し
て
い
た
。 

■

盛
土
作
業 

土
え
ん
堤
工
事
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路
部
の
築
立
後
、
水
路
袖
部
と
渓
岸
の
間
を
密
着
さ
せ

る
よ
う
に
盛
土
し
て
、
そ
の
後
、
張
り
芝
な
ど
を
行
っ
た
。
盛
土
部
は
、
水
密
な
構
造
と
す
る

た
め
に
、
粘
土
を
心
壁
材
に
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
遮
水
が
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

コンクリート練り混ぜ状況 
（鍛冶ヶ入第 2 砂防ダム；昭和 27 年 6 月 15 日) 

鉄板上における手練りである。 

コンクリート搗固状況 
（一ノ洞第 1 砂防ダム；昭和 28 年 4 月 28 日) 

スコップなどを用いてコンクリートを搗き固める。 

築立状況（大松第 1 砂防ダム；昭和 27 年 11 月 27 日） 

盛土状況（鍛冶ヶ入第 2 砂防ダム；昭和 27 年 10 月 25 日) 
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【
石
積
え
ん
堤
】(

空
石
積
・
練
石
積) 

■

基
礎
掘
削･

材
料
採
取 

 

土
岐
川
流
域
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
え
ん
堤
と
同
様
、
鶴
嘴

つ
る
は
し

や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
用
い
た
人
力
作

業
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
堤
体
材
料
の
石
材
・
砂
利
に
つ
い
て
も
現
地
採
集
を
基
本
と
し
て
実
施

さ
れ
て
い
た
。 

■

石
材
加
工 

直
轄
砂
防
事
業
開
始
当
初
は
、
採
取
し
た
石
材
に
、
の
み
で
ミ
シ
ン
目
の
よ
う
に

楔
く
さ
び

を
入

れ
、
一
つ
一
つ
少
し
ず
つ
叩
き
な
が
ら
石
を
割
っ
て
い
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
九
五
五
年

(

昭
和
三
〇
年)

以
降
に
な
っ
て
、
ピ
オ
ニ
ア(

孔
開
機)

が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

火
薬
を
用
い
て
石
材
を
大
割
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

■

資
機
材
の
運
搬 

直
轄
砂
防
事
業
開
始
当
初
は
、
セ
メ
ン
ト
は
、
中
津
川
駅
ま
で
汽
車
で
運
ば
れ
た
も
の
を
、

馬
車
を
使
っ
て
事
務
所
ま
で
運
び
、
四
ツ
目
川
の
施
工
現
場
ま
で
は
五
〇
㎏
セ
メ
ン
ト
袋
を
牛

や
馬
と
使
っ
て
運
搬
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
〇
年
代
後
半
、
施
工
現
場
で
は
、
モ

ッ
コ
、
三
又
、
軌
道

き

ど

う(

ト
ロ
ッ
コ)

、
デ
レ
ッ
キ
、
索
道
及
び
ケ
ー
ブ
ル
ク
レ
ー
ン
を
用
い
た
資

機
材
の
運
搬
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
な
お
、
一
九
四
七
～
四
八
年(

昭
和
二
二
年
～
二
三
年)

に
か
け
て
、
本
谷
第
二
砂
防
ダ
ム
の
施
工
現
場
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
運
搬
用
と
し
て
、
多
治

見
砂
防
事
務
所
管
内
で
は
初
め
て
ケ
ー
ブ
ル
ク
レ
ー
ン
が
導
入
さ
れ
た
。
ケ
ー
ブ
ル
ク
レ
ー
ン

の
導
入
と
と
も
に
、
ウ
イ
ン
チ
も
そ
れ
ま
で
の
手
回
し
式
か
ら
エ
ン
ジ
ン
式
へ
と
変
化
し
た
。 

基礎掘削状況 

鶴嘴
つ る は し

やスコップを用いた人力作業である。 

削岩機 
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モッコによる運搬 三又による運搬 

デレッキによる運搬 軌道
き ど う

(トロッコ)による運搬 

ケーブルクレーンや索道を用いた運搬 



- 38 - 

■

セ
メ
ン
ト
の
練
り
混
ぜ･

充
填 

昭
和
二
〇
年
代
後
半
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
練
り
混
ぜ
に
は
ミ
キ
サ
ー
な
ど
を
用
い
る
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
主
に
、
鉄
板
上
で
の
人
力
に
よ
る
練
り
混
ぜ
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

当
時
は
、
間
知
石
及
び
中
埋
め
石
の
裏
側
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
充
填
す
る
の
に
、
搗つ

き
棒
や
ス

コ
ッ
プ
を
用
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
非
常
に
苦
労
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

■

中
埋
め
石
の
配
合
率 

土
岐
川
流
域
の
練
石
積
施
設
で
は
、
堤
体
内
部
の
粗
石
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て
、
そ
の
五

〇
～
五
二
％(

容
積
比
、
以
下
同
じ)

、
木
曽
川
流
域
の
練
石
積
え
ん
堤
で
は
四
五
～
五
八
％
も

の
中
埋
め
石
が
使
用
さ
れ
た
。
特
に
、
戦
中
及
び
戦
後
の
混
乱
期
の
中
で
施
工
さ
れ
て
き
た
施

設
で
は
、
粗
石
の
配
合
率
が
大
き
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。 

よ
り
長
い
期
間
で
見
た
粗
石
配
合
率
の
時
代
変
化
に
注
目
す
る
と
、
大
正
時
代
に
お
け
る
標

準
的
な
粗
石
配
合
率
は
四
〇
％
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る(

蒲

孚

か
ば
ま
こ
と

著
『
砂
防
工
學
』
一
九
三
七
年:

昭
和
一
二
年)

。
そ
の
後
、
一
九
三
〇
年(

昭
和
五
年)

以
前
に
作
成
さ
れ
た
土
木
学
会
示
方
書

草
案
で
は
一
二
％
が
極
限
値
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
五
〇
％
位
ま
で
は
許
容
で
き
る
と
い
っ
た

主
張
も
あ
っ
た(

吉
田
彌
七

や

し

ち

、
土
木
学
会
誌
、
一
九
三
〇:

昭
和
五
年)

。
一
九
五
五
年(

昭
和
三

〇
年)
頃
に
は
、
二
〇
～
四
〇
％
の
中
埋
め
石
が
普
通
に
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
強
度
上
、
問

題
が
な
い
中
埋
め
石
の
配
合
率
は
せ
い
ぜ
い
容
積
比
三
〇
％
が
限
度
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
た(

伊
吹
正
紀
著
『
砂
防
特
論
』
、
一
九
五
五:

昭
和
三
〇
年)

。 

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
土
岐
川
及
び
木
曽
川
流
域
の
練
石
積
施
設
で
は
、
工
学
書
が
推
奨
す
る

量
よ
り
も
多
く
の
中
埋
め
石
を
配
合
し
て
お
り
、
現
場
で
は
セ
メ
ン
ト
量
の
節
約
に
迫
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

コンクリートミキサー(手回し式) 練石積えん堤における中埋め石の設置状況 
 (木曽川流域) 
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■

堤
体
の
内
部
構
造 

[

空
石
積
え
ん
堤] 

 

土
岐
川
流
域
の
空
石
積
え
ん
堤
で
あ
る
浦
山
第
一
砂
防
ダ
ム
は
、
天
端
部
及
び
下
流
法
の
積

み
石
が
大
き
く
欠
損
し
、
堤
体
内
部
構
造
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
盛
立
部
に
は
直
径
一

ｍ
に
及
ぶ
巨
石
が
用
い
ら
れ
、
下
流
法
及
び
天
端
部
の
積
石(

間
知
石)

間
の
中
込
め
部
に
は
砂

礫
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
築
堤
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
え
ん
堤
設
置
位
置
に
巨
石

を
盛
り
立
て
、
か
い
い
し
な
ど
で
積
石
の
面
の
角
度
な
ど
を
調
整
し
な
が
ら
、
そ
の
背
面
に
砂

礫
を
詰
め
込
み
な
が
ら
石
を
積
み
あ
げ
て
い
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
な
お
、
水
流
が
多
い
渓
流

で
は
、
堤
体
基
礎
に
松
丸
太
を
入
れ
て
、
そ
の
上
に
石
を
積
ん
で
い
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

[

練
石
積
え
ん
堤] 

え
ん
堤
の
築
立
は
、
一
般
的
に
、
中
埋
め
石
を
据
え
置
い
た
後
に
、
中
埋
め
石
の
上
部
が
出

る
よ
う
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
す
る
こ
と
を
繰
り
返

し
た
と
言
わ
れ
る
。
当
時
の
え
ん
堤
の
施
工
に
携
わ
っ

た
方
々
に
よ
る
と
、
堤
体
基
礎
の
根
石
に
は
五
角
形
の

面
を
有
す
る
積
石
が
用

い
ら
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
打
設
し
た
地
盤
上

に
設
置
し
た
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
中
埋
め
石

の
設
置
に
際
し
て
、
当

時
は
ケ
ー
ブ
ル
ク
レ
ー

空石積えん堤の 
内部構造 

(浦山第 1 砂防ダム) 

盛立部
(巨石)中込部

(砂礫)

間知石

練石積えん堤の中埋め石の設置 
右）三又を用いた中埋め石の運搬 
左）中埋め石の配置状況、 

練石積えん堤の内部構造 
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ン
を
用
い
て
縦
置
き
す
る
と
と
も
に
、
水
通
し
部
に
つ
い
て
は
、
中
埋
め
石
ど
う
し
が
接
触
し

な
い
よ
う
に
注
意
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

■

築
石
の
加
工
技
術
と
石
積
技
術 

土
岐
川
流
域
の
土
岐
市
妻
木
町
上
郷
地
区
周
辺
及
び
木
曽
川
流
域
に
は
石
積
施
設
が
多
く

分
布
す
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
に
見
ら
れ
る
石
積
様
式
は
、
練
石
積
及
び
空
石
積
に
お
い
て
も
築

石
の
面
が
長
方
形
に
整
形
さ
れ
た
間
知
石
が
矢
羽
積
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
木
曽
川
流
域
の

二
ヶ
滝

に

が

た

き

第
一
砂
防
ダ
ム
は
、
間
知
石
と
類
似
の
載
頭
錐
体
形
の
形
状
を
し
た
面
が
七
〇
㎝×

四

五
㎝
、
控
長
が
五
〇
㎝
程
度
を
有
す
る
巨
大
な
積
石
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
合
端

の
目
地
が
ぴ
っ
た
り
合
う
ほ
ど
整
形
程
度
が
高
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
木
曽
川
流
域
に

お
い
て
も
、
石
工
は
賃
金
が
良
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
器
用
な
人
は
み
ん
な
石
工
に
な
り
た
が
っ

た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
古
く
か
ら
石
材
を
扱
う
文
化
・
技
術
が
あ
り
、

そ
れ
ら
が
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
妻
木
町
上
郷
地
区
の
近
く
に
は
妻
木
城
址

が
あ
り
、
現
在
も
当
時
の
城
壁
が
残
存
す
る
な
か
、
古
く
か
ら
石
工
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

土
岐
川
流
域
の
浦
山
第
一
砂
防
ダ
ム
及
び
浦
山
第
二
砂
防
ダ
ム
の
ほ
か
、
木
曽
川
流
域
の
正

ヶ
根
谷
支
川
に
あ
る
二
ヶ
滝
第
一
砂
防
ダ
ム
は
、
と
も
に
昭
和
一
〇
年
代
～
二
〇
年
代
に
施
工

さ
れ
た
空
石
積
え
ん
堤
で
あ
る
。
昭
和
時
代
の
工
法
と
し
て
は
珍
し
い
こ
と
に
加
え
、
空
石
積

え
ん
堤
に
対
し
て
、
間
知
石
を
矢
羽
積
で
積
み
上
げ
た
事
例
は
、
国
内
で
も
、
多
治
見
砂
防
事

務
所
管
内
以
外
に
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
高
度
な

石
材
加
工･

石
積
技
術
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
戦
中･

戦
後
の
混
乱
期
に
お

け
る
物
資
不
足
の
中
、
さ
ら
に
は
資
材
運
搬
路
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
厳
し
い
環
境
の
中
に
お

い
て
、
当
時
の
石
工
の
高
度
な
技
術
を
示
し
た
施
設
で
あ
る
と
い
え
る
。 

国内的にも珍しい間知石を矢羽積で積み上げた空石積えん堤 
 左）二ヶ滝第 1 砂防ダム(中津川流域;昭和 24 年打切竣工)、右)浦山第 2 砂防ダム(土岐川流域;昭和 18 年竣工 
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●
砂
防
施
設
の
施
設
形
状
の
考
え
方 

■

下
流
法
勾
配 

空
石
積
え
ん
堤
で
は
安
定
性
を
図
る
た
め
に
、
下
流
法
及
び
上
流
法
と
も
勾
配
を
緩
く(

五

分)

し
て
い
る
。
ま
た
、
木
曽
川
流
域
の
練
石
積
え
ん
堤
で
は
、
越
流
す
る
土
石
が
水
通
し
下

流
法
面
を
叩
く
の
を
軽
減
す
る
た
め
に
下
流
法
勾
配
を
二
分
と
し
、
上
流
法
勾
配
は
安
定
性
を

考
慮
し
て
比
較
的
緩
い
勾
配(

二
～
四
分)

を
採
用
し
て
い
る
。
一
方
、
土
岐
川
流
域
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
施
設
で
は
、
下
流
法
勾
配
は
二
分
、
上
流
法
勾
配
は
垂
直
～
一
分
で
あ
る
。
土
岐
川
流

域
の
砂
防
施
設
は
、
河
床
勾
配
の
緩
い
小
渓
流
に
お
い
て
、
流
出
土
砂
の
貯
留
を
主
目
的
と
し

た
施
設
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
断
面
積
の
小
さ
な
砂
防
え
ん
堤
で
も
機
能
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
し
て
、
こ
の
よ
う
に
設
計
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 

■

天
端
幅(

天
端
の
厚
さ) 

空
石
積
え
ん
堤
で
は
三･

〇
～
三･

五
ｍ
、
練
石
積
え
ん
堤
で
は
二
ｍ(

木
曽
川
流
域)

と
統
一

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
土
岐
川
流
域
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
施
設
の
大
部
分
は
一･

〇
ｍ
で
あ
る
。 

伊
吹
正
紀
氏
著
『
砂
防
特
論
』(

一
九
五
五
年:

昭
和
三
〇
年)

に
お
い
て
、
天
端
幅
は
溢
水

深
の
み
だ
け
で
な
く
、
流
下
土
石
量
を
は
じ
め
と
し
て
、
渓
床
勾
配
、
流
出
土
石
の
粒
度
な
ど
、

荒
廃
渓
流
の
性
質
全
般
を
鑑
み
な
が
ら
決
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
土
岐
川
流
域
で
は
一

ｍ
以
上
の
天
端
幅
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
中
で
も
、
天
端
幅
に
つ
い
て
、｢

砂
防
え

ん
堤
の
堤
冠
幅(
天
端
幅)

は
絶
対
に
薄
く
と
る
べ
か
ら
ず｣

と
い
っ
た
信
念
が
示
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
え
ん
堤
の
高
さ
と
天
端
幅
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
河
床
勾
配
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
な

い
低
い
え
ん
堤
ほ
ど
天
端
幅
を
大
き
く
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

■

水
通
部 

二ヶ滝第 1 砂防ダム 
(空石積えん堤；木曽川流域) 

赤坂第 2 砂防ダム 
(コンクリートえん堤；土岐川流域) 
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土
岐
川
及
び
木
曽
川
流
域
の
砂
防
え
ん
堤
の
水
通
し
形
状
は
ほ
と
ん
ど｢

逆
台
形｣

で
あ
る
。

し
か
し
、
土
岐
川
流
域
の
脇
之
島
第
一
及
び
第
二
砂
防
ダ
ム
と
、
木
曽
川
流
域
の
杉
流
第
一
～

第
三
砂
防
ダ
ム
は
、｢

角
部
が
丸
味
を
帯
び
た
水
通
し｣

を
有
す
る
。
こ
の
よ
う
な
形
状
の
水
通

し
を
設
置
し
た
理
由
は
分
か
ら
な
い
、
当
時
の
砂
防
工
事
に
携
わ
っ
た
方
々
に
よ
る
と
、
水
通

し
角
部
が
破
損
し
な
い
よ
う
に
考
慮
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

一
方
、
蒲

孚

か
ば
ま
こ
と

氏
は
、
一
九
一
七

年(

大
正
七
年)

に
着
工
し
た
鬼
怒

川
流
域
の
稲
荷
川
砂
防
事
業
の
砂

防
施
設
群
に
対
し
て
、
丸
味
を
帯
び

た
水
通
し
を
有
す
る
砂
防
え
ん
堤

を
多
数
設
置
し
て
い
る
が
、
そ
の
著

書
『
砂
防
工
学
』(

一
九
三
七
年:

昭
和
一
二
年)

に
お
い
て
、
水
通
部

に
丸
味
を
持
た
し
た
理
由
を｢

外
見

が
良
い
か
ら｣

と
述
べ
て
い
る
。 

丸味を帯びた水通しを有する砂防えん堤 

(左；脇之島第 1 砂防ダム；現存せず、右；杉流第 1 砂防ダム) 

丸味を帯びた水通しを有する砂防えん堤 
(稲荷川第 2 砂防ダム) 
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●
等
高
線
壕
工
法 

 

等
高
線
壕
工
法
は
ア
メ
リ
カ
の
ユ
タ
州
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
工
法
で
、
地
質
、
特
に
表
土

の
関
係
で
樹
木
が
成
育
繁
茂
せ
ず
、
禿
赭

と
く
し
ゃ

、
荒
廃
に
移
行
し
た
山
腹
斜
面
に
、
雨
や
雪
が
降
っ

た
場
合
、
な
る
べ
く
そ
の
水
を
山
頂
及
び
山
腹
に
滞
留･

吸
収
さ
せ
、
表
土
の
流
出
を
防
止
す

る
と
同
時
に
、
土
壌
の
含
水
状
態
を
良
好
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
草
木
の
成
育
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
臨
時
的
な
工
法
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
導
入
さ
れ
た

技
術
で
あ
り
、
国
内
に
お
け
る
施
工
実
績
は
、
多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所
管
内
の
三
箇
所

(

団
子
山

だ

ん

ご
や

ま

山
腹
工･

虎
渓
山

こ

け

い
ざ

ん

山
腹
工･

森
下
山
腹
工)

の
み
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

■

導
入
の
経
緯 

太
平
洋
戦
争
の
終
了
後
、
ア
メ
リ
カ
、
ユ
タ
州
の
施
行
地
と
同
様
、
斜
面
勾
配
が
緩
く
、
地

形
条
件
と
植
生
の
発
達
が
悪
い
団
子
山

だ

ん

ご
や

ま

に
お
い
て
、
工
法
の
適
応
性
を
検
討
す
る
た
め
に
試
験

施
工
さ
れ
た
。
国
内
へ
の
導
入
に
際
し
て
は
、
土
岐
川
流
域
の
山
地
荒
廃
の
改
善
を
目
的
と
し

た
当
時
の
建
設
省
の
意
向･

紹
介
と
、
当
時
の
松
川
所
長
を
初
め
と
し
た
事
務
所
職
員
に
よ
る

新
し
い
施
工
技
術
の
導
入
に
対
す
る
熱
意
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
の
後
、
施
工
性
の
問
題
か
ら
、
虎
渓
山

こ

け

い
ざ

ん

に
施
行
地
が
移
さ
れ
た
。
虎
渓
山
は
、
禅
宗
永え

い

保
寺

ほ

う

じ

の
霊
山
で
あ
り
、
当
時
よ
り
、
文
教
及
び
住
宅
地
域
と
し
て
多
治
見
市
の
重
要
な
地
区
で
あ
る

と
同
時
に
観
光
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
山
地
の
荒
廃
の
た
め
、
降
雨
ご
と
に

降
水
が
山
腹
の
粘
土
分
を
急
激
に
流
下
さ
せ
、
山
麓
の
学
校･

校
庭
及
び
住
宅
地
、
さ
ら
に
は

耕
作
地
に
ま
で
流
出
土
砂
に
よ
る
被
害
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
流
下
土
砂

及
び
雨
水
の
調
節
と
山
腹
の
緑
化
を
促
進
し
、
民
生
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
等
高

線
壕
工
が
施
工
さ
れ
た
。 

等高線壕工法施行地における施工前の状況 
(左；虎渓山、右；団子山) 
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■

構
造
的
な
特
徴 

 

等
高
線
壕
工
法
は
、
山
腹
斜
面
に
、
山
腹
傾
斜
率
と
雨
量
強
度
な
ど
に
よ
っ
て
規
定
し
た
壕

を
等
高
に
掘
削
す
る
も
の
で
あ
る
。
壕
は
、
上
段
と
下
段
と
の
間
に
降
っ
た
雨
を
貯
留
す
る
役

割
を
担
う
。
し
か
し
、
土
構
造
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
降
雨
量
の
増
大
に
よ
っ
て
、
壕
の
水
を
下

段
に
溢
流
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
、
そ
こ
で
、
降
雨
量
の
増
大
に
よ
る
貯
水
の
溢
流
に
よ
っ
て
壕

の
堤
が
破
壊
し
、
土
砂
が
流
出
し
て
ガ
リ
ー
を
形
成
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
壕
の
堤
よ
り

〇
・
一
ｍ
程
度
低
い
仕
切
り
堤
を
六
～
一
二
ｍ
間
隔
に
設
置
し
た
。
こ
の
仕
切
り
堤
は
、
壕
堤

よ
り
低
い
こ
と
か
ら
、
貯
留
水
は
、
ま
ず
横
方
向
に
仕
切
り
堤
を
超
え
て
移
動
す
る
と
と
も
に
、

も
し
、
壕
が
破
壊
し
た
場
合
で
も
、
仕
切
り
堤
間
の
貯
水
の
み
を
下
段
に
流
下
さ
せ
る
こ
と
か

ら
、
他
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
壕
の
築
造
後
は
、
そ
の
地
方
に
適
し

た
最
も
繁
茂
し
そ
う
な
草
木
を
移
植
す
る
。
こ
の
工
法
は
、
壕
の
ほ
か
、
仕
切
り
堤
と
植
栽
の

み
で
構
成
さ
れ
る
簡
単
な
工
法
で
あ
る 

■

施
工
上
の
問
題 

壕
の
掘
削
は
全
て
人
力
施
工
で
あ
っ
た
。
当
初
、
人
夫
が
工
事
に
不
慣
れ
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
手
戻
り
が
多
く
、
工
事
進
捗
が
遅
れ
工
費
も
か
さ
ん
だ
。
そ
こ
で
、
一
人
ず
つ
工
事
区
間

を
割
り
当
て
、
定
規
を
持
た
せ
て
壕
の
掘
削
と
仕
切
り
堤
の
築
立
を
さ
せ
る
な
ど
に
よ
っ
て
作

業
効
率
に
向
上
を
図
っ
た
。
縦
水
路
の
施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
当
初
は
、
土
や
粗
朶
な
ど
を
使

用
し
て
い
た
が
、
浸
食
が
問
題
と
な
り
、
石
張
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
水
路
が
施
工
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
労
務
者
が
周
辺
か
ら
ハ
ギ
、
ス
ス
キ
、
カ
ヤ
な
ど
の
種
を
採
取
し
、
施
行
地

に
播
布
し
た
。 

団子山山腹工 
(左；単位調節図、右；等高線図) 
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等高線壕工法の効果概念図 

人力による壕の掘削状況 

壕の構造的特徴 
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■

効
果 

昭
和
二
九
～
三
一
年
度
に
実
施
さ
れ
た
等
高
線
壕
工
法
の
効
果
調
査
で
は
、
雨
水
の
流
出
、

土
砂
の
流
出
や
土
壌
含
水
比
と
い
っ
た
点
で
効
果
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
当
時
は
、
植
生
の

回
復
に
対
す
る
評
価
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
六
二
～
六
三
年
度
に
は
、
等
高
線
壕

工
法
と
従
来
工
法(

積
苗
工)

に
よ
る
比
較
評
価
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
等
高
線
壕
工
法
施

行
地(

団
子
山･

虎
渓
山)

に
お
け
る
ク
ロ
マ
ツ
の
生
育
状
況
が
芳
し
く
な
い
こ
と
に
加
え
、
樹

木
の
生
育
上
に
必
要
な
土
壌
成
分
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。 

■

等
高
線
壕
工
法
の
継
続 

伊
吹
正
紀
氏
は
、
著
書
『
砂
防
特
論
』(

一
九
五
五
年:

昭
和
三
〇
年)

に
お
い
て
、
等
高
線

壕
工
法
は
、
瀬
田
川
や
木
津
川
流
域
の
よ
う
な
禿
山
地
帯
で
も
十
分
な
効
果
が
期
待
で
き
る
と

考
え
、
研
究･

試
験
を
進
め
な
が
ら
改
良
を
加
え
て
い
き
た
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、

森
下
山
腹
工(

一
九
五
七
年:

昭
和
三
二
年)

の
竣
工
以
降
、
国
内
で
は
施
工
さ
れ
て
い
な
い
。 

こ
の
理
由
に
つ
い
て
、
当
時
の
関
係
者
な
ど
に
よ
る
と
、
等
高
線
壕
工
法
は
あ
く
ま
で
試
験

施
工
と
い
う
位
置
づ
け
で
の
導
入
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
等
高
線
壕
工
法
は
簡
便
な
工
法
と
さ
れ
て
い
た
が
、
当
時
の
著
書[

『
等
高

線
壕
工
法
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
』]

松
川
恒
雄:

一
九
五
三
年(

昭
和
二
八
年)

の
中
に
、
「
ア

メ
リ
カ
の
よ
う
に
施
工
面
積
が
広
大
で
あ
れ
ば
、
機
械
化
施
工
で
も
充
分
に
採
算
が
あ
う
」
、

｢

労
務
者
が
熟
練
し
、
馬
な
ど
を
旨
く
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
安
価
に
施
工
で
き
る｣

と
い
っ

た
施
工
及
び
費
用
上
の
改
善
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

団子山山腹工の状況 
左）昭和 30 年 3 月撮影、右）施工後 
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●
技
術
開
発 

■

小
型
ミ
キ
サ
ー
用
骨
材
軽
量
装
置
の
開
発 

従
来
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
容
積
配
合
で
あ
っ
た
が
、
十
分
な
強
度
と
耐
久
性
を
も
っ
た
均
質

な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
三
〇
年
代
に
な
っ
て
よ
り
適
切
な
配
合

を
行
う
よ
う
重
量
配
合
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。
当
時
、
多
治
見
工
事
事
務
所
技
官
で
あ
っ
た

天
野
輝
彦

あ
ま
の
て
る
ひ
こ

氏
は
、
そ
れ
ま
で
容
積
配
合
し
か
で
き
な
か
っ
た
小
型
ミ
キ
サ
ー
で
の
配
合
量
の
調

節
に
対
し
て
、
重
量
配
合
に
よ
る
簡
易
装
置
を
製
作
し
た
。
こ
の
開
発
に
よ
っ
て
、
多
治
見
工

事
事
務
所
は
直
営
工
事
時
代
か
ら
い
ち
早
く
重
量
配
合
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
、
天
野
氏

は
局
長
表
彰
を
受
け
た
。 

●
施
工
環
境 

■

戦
時
中
の
砂
防
事
業 

戦
時
中
は
、
多
く
の
職
員
も
戦
争
に
動
員
さ
れ
、
既
設
施
設
の
維
持
管
理
に
手
一
杯
で
あ
っ

た
と
い
う
。
ま
た
、
物
資
不
足
か
ら
工
事
も
た
び
た
び
中
断
し
、
工
事
が
長
期
間
に
わ
た
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
事
務
所
は
バ
ラ
ッ
ク
づ
く
り
で
、
所
長
も
自
転
車
で
現
場
を
ま
わ

る
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
。
木
曽
川
流
域
で
は
、
中
津
川
駅
ま
で
汽
車
で
運
ば
れ
た
セ

メ
ン
ト
を
、
馬
車
を
用
い
て
事
務
所
倉
庫
ま
で
運
ん
だ
が
、
足
り
な
い
と
き
に
は
、
ト
ヨ
タ
Ｂ

Ｍ
型
ト
ラ
ッ
ク
で
、
直
接
名
古
屋
ま
で
購
入
し
に
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

■

施
工
現
場
の
様
子 

昭
和
二
〇
年
代
、
女
性
労
務
者
が
セ
メ
ン
ト
や
間
知
石
を
担
い
で
山
を
登
っ
て
い
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
一
九
五
四
年(

昭
和
二
九
年)

度
竣
工
の
湯
舟
沢
第
一
砂
防
ダ
ム
の

施
工
現
場
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
ク
レ
ー
ン
が
な
か
っ
た
た
め
、
ウ
イ
ン
チ
三
台
を
用
い
て
作
業
を

小型ミキサー用骨材計量装置の模式図 
（『小型ミキサー骨材軽量装置』より） 
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し
て
い
た
。
今
思
え
ば
危
な
い
作
業
を
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

■

昭
和
二
〇
年
代
の
事
務
所
の
様
子 

等
高
線
壕
工
法
の
導
入
に
尽
力
し
た
松
川
所
長
は
世
話
好
き
で
、
職
員
を
官
舎
に
招
い
て
は
、

奥
様
と
と
も
に
食
事
や
麻
雀
な
ど
を
し
な
が
ら
交
流
し
て
い
た
。
人
柄
が
良
い
好
人
物
で
あ
っ

た
が
、
仕
事
に
は
厳
し
く
、
特
に
、
測
量
の
や
り
方
に
は
厳
し
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

■

賃
金 

木
曽
川
流
域
の
工
事
設
計
書
に
よ
る
と
、
一
九
四
一
年(

昭
和
一
六
年)

ま
で
は
、
定
工
夫
二･

〇
円
／
日
、
石
工
一･

七
～
一･

八
円
／
日
、
人
夫
一･

〇
～
一･

一
円
／
日
で
あ
っ
た
が
、
太
平

洋
戦
争
開
始
以
降
の
一
九
四
二
年(

昭
和
一
七
年)

か
ら
急
騰
し
始
め
、
終
戦
後
の
一
九
四
六
年

(

昭
和
二
一
年)

で
は
、
定
工
夫
五
円
／
日
、
石
工
二
〇
円
／
日
、
人
夫
一
〇
円/

日
と
、
石
工

の
賃
金
と
定
工
夫
の
賃
金
が
逆
転
し
た
。
一
九
五
〇
年(

昭
和
二
五
年)

に
は
石
工
三
六
〇
円
／

日
、
人
夫
二
二
〇
円
／
日
に
さ
ら
に
急
騰
し
た
。
な
お
、
一
九
五
一
年(

昭
和
二
六
年)

頃
に
は
、

女
人
夫
で
一
五
〇
～
一
六
〇
円
／
日
、
土
工
で
二
四
六
円
／
日
、
石
工
で
四
三
〇
円
／
日
で
あ

っ
た
と
い
う
（
天
野
輝
彦
氏
の
資
料
に
よ
る
）
。 

■
セ
メ
ン
ト 

木
曽
川
流
域
の
工
事
設
計
書
に
よ
る
と
、
一
九
四
三
年(

昭
和
一
八
年)

ま
で
は
、
一･

二
～

一･

八
円
／
五
㎏
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
一
年
に
は
一
六･

四
円
／
五
㎏
、
一
九
四
九
年(

昭
和

二
四
年)

に
は
三
、

九
〇
〇
円
／
五
㎏
、
一
九
五
〇
年(

昭
和
二
五
年)

で
は
五
、

〇
〇
〇
円
／
五

㎏
へ
と
急
騰
し
た
。 

セメント(左)及び賃金(右)の高騰 
(木曽川流域の工事設計書より作成) 
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８
．
土
岐
川
流
域･

木
曽
川
流
域
の
砂
防
施
設
の
「
文
化
財
」
と
し
て
の
価
値 

 

平
成
一
八
年
一
〇
月
、
土
岐
川
流
域
の｢

浦
山
第
二
砂
防
ダ
ム｣

、
木
曽
川
流
域
の｢

山
神
砂

防
ダ
ム｣

及
び｢

二
ヶ
滝
第
一
砂
防
ダ
ム｣

が
、
国
の｢

登
録
有
形
文
化
財｣

と
し
て
登
録
さ
れ
た
。 

●
登
録
有
形
文
化
財
制
度
の
概
要 

「
登
録
有
形
文
化
財
」
の
制
度
は
、
保
護
す
べ
き
文
化
財
の
す
そ
野
の
拡
大
と
、
近
代
の
文

化
遺
産
の
保
護
を
促
進
す
る
た
め
、
平
成
八
年
に
重
要
文
化
財
指
定
制
度
を
補
完
す
る
も
の
と

し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
強
い
規
制
と
手
厚
い
支
援
に
よ
り
保
護
す
る
指
定
制
度
と
は

異
な
り
、
こ
の
登
録
制
度
は
、
概
ね
建
設
後
五
十
年
を
経
過
し
た
歴
史
的
建
造
物
を
対
象
に
、

一
定
の
評
価
を
得
た
も
の
を
文
化
財
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
保
存
・
管
理
は
所
有
者
の
自
主

性
に
ゆ
だ
ね
る
と
い
う
緩
や
か
な
保
護
制
度
で
あ
る
。 

 

導
入
以
来
、
平
成
一
九
年
一
二
月
現
在
ま
で
に
登
録
さ
れ
た
建
造
物
は
、
総
数
六
、

八
二
四

件
に
上
る
。
そ
の
う
ち
、
治
山
治
水
に
関
す
る
も
の
は
一
四
一
件
で
、
う
ち
一
四
〇
件
が
砂
防

施
設
で
あ
る
。 

●
文
化
財
保
護
制
度
の
最
近
の
動
き 

平
成
一
六
年
五
月
に
は
、
建
造
物
以
外
の
有
形
文
化
財
や
記
念
物
に
つ
い
て
も
登
録
制
度
が

拡
充
さ
れ
た(

｢

登
録
記
念
物｣

な
ど)

。
記
念
物
に
登
録
制
度
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
建
造

物
に
限
ら
れ
て
い
た
保
護
措
置
が
、
土
地
を
含
む
景
観
や
環
境
に
も
適
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
こ
の
改
正
で
は
、
文
化
財
の
定
義
の
中
に｢

文
化
的
景
観｣

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が

追
加
さ
れ
た
。
文
化
的
景
観
と
は
、
地
域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
や
生
業
、
そ
の
地
域
の
風
土

に
よ
り
形
成
さ
れ
た
農
耕
地
、
里
山
、
漁
場
の
う
ち
、
典
型
的
な
も
の
、
も
し
く
は
独
特
の
景

観
地
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
新
し
い
制
度
が
設
置
さ
れ
、
面
的
な
拡
が
り
を
持
っ

「登録有形文化財」とは： 
文化財とは、｢長い歴史の中で生まれ、育まれ、今日の世代に守り伝えられた貴重

な国民の財産｣のことであり、文化財保護法（昭和 25 年制定）により有形文化財、無

形文化財など、特に重要なものは重要文化財などに指定して保護が図られてきた。 

 しかし、最近の社会情勢の変化などで、文化財が社会的な評価を受ける前に消滅す

る危機的な状況にあることから、築造後 50 年を経過した貴重な建造物を幅広く後世

に継承するため、文化財保護法が見直され、平成 8 年度に「登録有形文化財」制度が

創設された。土木建造物の中には、重要な役割をもち、現役で活躍している施設も多

いため、必要に応じた活用や改変を可能としている点が「登録有形文化財」制度の特

徴である。 

 

「登録有形文化財」の登録基準： 
 大前提として築後 50 年以上経過していること、その上で以下のいずれかに該当す

ることが必要である。 

 ①国土の歴史的景観に寄与しているもの 

②造形の規範となっているもの 

③再現することが容易ではないもの 
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た
施
設
や
風
景
な
ど
を
評
価･

保
存
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。 

  

有形文化財 重要文化財 国宝

・建造物課

・美術学芸課 登録有形文化財

無形文化財 重要無形文化財

・伝統文化課

重要有形民俗文化財

民俗文化財

・伝統文化課 重要無形民俗文化財

登録有形民俗文化財 ○

史跡 特別史跡

文化財

記念物 名勝 特別名勝

・記念物課

天然記念物 特別天然記念物

登録記念物
 
 ○

文化的景観 ○ 重要文化的景観 ○

・記念物課
都道府県または市町村の申出に基づき選定

伝統的建造物群
伝統的建造物群
保存地区

重要伝統的建造物群
保存地区

・建造物課
市町村が条例等に基づき決定 市町村の申出に基づき選定

文化財の保存技術 選定保存技術

・伝統文化課

埋蔵文化財

・記念物課

（指定）

（登録）

（指定）

（指定）

（指定）

（登録）

（指定）

（指定）

（指定）

（指定）

（登録）

（選定）

（決定） （選定）

（選定）

　　○　　 　 平成16年5月の文化財保護法一部改正に伴い、新しく追加された制度

歴史的砂防施設の保存・活用に適用、もしくは適用可能性のある制度

国の文化財保護法の体系と歴史的な砂防施設の保存・活用に係わる制度 
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●
土
岐
川･

木
曽
川
流
域
の
砂
防
え
ん
堤
の｢

登
録
有
形
文
化
財｣

と
し
て
の
価
値 

平
成
十
八
年
一
〇
月
に
「
登
録
有
形
文
化
財
」
に
登
録
さ
れ
た
浦
山
第
二
砂
防
ダ
ム
、
山
神

砂
防
ダ
ム
及
び
二
ヶ
滝
第
一
砂
防
ダ
ム
は
、
と
も
に
竣
工
後
六
五
年
～
五
五
年
が
経
過
し
て
い

る
。 登

録
さ
れ
た
各
砂
防
え
ん
堤
に
お
い
て
文
化
庁
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
登
録
基
準
と
特
徴
・
評

価
を
示
す
。 

 

【登録有形文化財砂防施設の評価】 
 

●国土の歴史的景観に寄与している 

[山神砂防ダム] 

 市中心部を貫流する木曽川水系中津川支川四ツ

目川の中流域に位置する。堤長４２m、堤高８m の重

力式練積堰堤を、護岸とむくり付の副堰堤と一体的

に築き、表面は全体を谷積とする。四ツ目川災害後

に計画された砂防事業において、最初に築かれた砂

防堰堤。 

 

●再現することが容易でないもの 

[浦山第二砂防ダム] 

市を南北に貫通する庄内川水系妻木川の支川浦

山谷川に位置する。堤長２８m、堤高５m の重力式の

堰堤で、表面は谷積、法勾配は上下流とも５分とす

る。切石の空積を用いながらも、天端幅３.５m と堤

体を厚く築くことで、土砂圧に耐える。 

 

[二ヶ滝第一砂防ダム] 

市の南部を流れる中津川支川正ヶ根谷右支二ヶ

滝に位置する。堤長２６m、堤高 5ｍ規模の重力式の

堰堤で、上流側法勾配５分、下流側法勾配４分とし、

表面は谷積で築く。切石の空積を用いるという、全

国的に類例の少ない構造形式が特徴。 

登録有形文化財の登録基準と該当項目 
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●｢

登
録
有
形
文
化
財｣

登
録
ま
で
の
流
れ 

平
成
十
八
年
一
〇
月
に
「
登
録
有
形
文
化
財
」
に
登
録
さ
れ
た
砂
防
え
ん
堤

は
、
次
の
よ
う
な
手
続
き
を
経
て
「
登
録
有
形
文
化
財
」
に
登
録
さ
れ
た
。 

 

 

協議 

相談 国 
（国土交通省砂防部） 

｢登録有形文化財｣登録までの流れ 

多治見砂防国道事務所 

岐阜県及び土岐市･中津川市 

交付された登録プレート及び登録証（山神砂防ダム） 


